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秦
漢
法
治
孜

堀

毅

ま
え
が
き

｝
　
罪
刑
法
定
の
原
則

二
　
法
定
主
義
の
諸
相

　
e
　
「
不
当
得
為
」
（
情
理
）
に
つ
い
て

　
口
　
「
比
附
」
に
つ
い
て

　
日
　
刑
法
の
法
源
に
つ
い
て

　
四
　
法
の
不
湖
及
の
原
則

　
㈲
　
罪
刑
の
均
衝
に
つ
い
て

あ
と
が
き

ま
え
が
き

秦漢法治放

　
世
界
の
法
史
上
の
個
々
の
法
典
の
質
を
問
う
と
き
、
「
罪
刑
法
定
主
義
」
の
存
否
は
大
き
な
基
準
と
な
り
得
る
。

定
す
る
と
き
、
日
本
の
刑
法
は
「
罪
刑
法
定
主
義
」
を
採
用
し
て
お
り
、
一
応
、
近
代
的
刑
法
典
と
認
定
し
得
る
。

時
間
軸
を
現
代
に
設

一
方
、
中
国
刑
法
は
、
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こ
の
原
則
を
採
用
し
て
い
な
い
た
め
、
一
部
の
専
門
家
に
よ
り
、
旧
時
代
的
・
専
制
的
で
あ
る
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因

と
し
て
、
類
推
解
釈
の
許
容
や
刑
法
の
効
力
の
遡
及
的
適
用
が
法
文
の
上
で
認
め
ら
れ
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
外
国

で
は
さ
し
た
る
重
罪
と
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
犯
罪
に
対
し
て
ま
で
死
刑
が
科
さ
れ
る
と
い
う
酷
刑
主
義
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
一
般
に
法
律
を
含
め
た
社
会
科
学
の
分
野
で
は
、
個
々
の
文
化
的
現
象
は
時
代
と
共
に
進
歩
・
発
達
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
法
の
発
達
を
概
観
し
て
も
、
現
行
法
は
、
江
戸
時
代
や
明
治
初
期
に
お
け
る
も
の
よ
り
遙
か
に
優
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
中
国
に
お
け
る
法
の
歴
史
に
お
い
て
も
、
航
海
術
や
印
刷
の
歴
史
の
よ
う
に
時
代
と
共
に
進
歩
・
発
達
し
て
き
た
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
か
。

　
中
国
に
お
け
る
法
の
沿
革
を
た
ど
る
と
き
、
悠
久
な
文
化
の
歴
史
と
二
千
年
を
超
え
る
帝
政
時
代
の
存
在
に
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
、
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
の
原
形
は
二
千
年
以
前
に
完
成
さ
れ
、
儒
家
・
道
家
・
墨
家
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
　
．
諸
子
百

家
”
と
称
さ
れ
る
思
想
も
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
て
い
た
。
法
律
を
も
っ
て
統
治
理
論
の
中
心
に
据
え
る
法
家
の
思
想
も
、
秦
漢
時
代
に
は
既
に

か
な
り
の
完
成
度
に
達
し
て
い
た
。

　
戦
国
時
代
の
諸
国
の
王
は
、
様
々
な
学
説
を
汲
み
取
り
、
自
国
の
状
況
に
適
し
た
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
そ
の
際
、
一
つ
の
思
想
に
偏

す
る
こ
と
な
く
、
各
々
の
思
想
の
長
所
・
短
所
を
十
分
に
斜
酌
し
、
綜
合
的
な
政
策
を
形
成
し
た
。
こ
の
時
期
、
特
別
大
き
な
意
味
を
有

し
て
い
た
の
が
、
法
家
思
想
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い

　
歴
史
の
典
籍
の
上
で
、
法
家
の
思
想
家
と
し
て
著
名
な
の
は
、
斉
の
管
仲
・
魏
の
李
埋
・
秦
の
商
鞍
、
韓
の
韓
非
子
な
ど
で
あ
る
が
、

法
家
の
思
想
は
彼
等
の
専
売
特
許
で
は
な
い
。
儒
家
の
祖
と
い
わ
れ
て
い
る
孔
子
で
も
法
の
効
用
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
た
だ
、
儒
家
の
思
想
家
は
彼
等
の
描
く
世
界
の
全
体
枠
の
中
で
法
家
的
要
素
が
少
な
い
と
い
う
点
に
過
ぎ
な
い
。
（
逆
も
ま
た
真
な

り
で
、
法
家
主
義
の
統
治
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
始
皇
帝
も
法
家
一
辺
倒
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
孝
・
悌
・
忠
・
信
と
い
う
儒
家
的
徳
目
を
尊
重
し

て
い
た
）
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秦
漢
時
代
は
、
長
ら
く
四
分
五
裂
し
て
い
た
中
国
に
統
一
国
家
を
実
現
さ
せ
た
と
い
う
画
期
的
時
代
で
あ
る
。
法
家
理
論
は
、
こ
の
よ

う
な
時
代
を
背
景
に
国
家
統
治
の
指
導
理
論
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
。

　
理
想
社
会
へ
の
あ
く
な
き
追
求
を
な
す
の
が
人
治
主
義
で
あ
る
な
ら
ば
、
現
実
社
会
へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
対
策
を
な
す
の
が
法
治
主
義
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
法
治
主
義
の
特
性
は
、
常
に
現
実
を
直
視
す
る
具
体
性
、
合
理
性
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
戦
国
か
ら
秦
漢
に
至
る
時
代
に
お
け
る
法
治
主
義
の
諸
相
に
つ
き
考
察
を
加
え
た
い
。

一
　
罪
刑
法
定
の
原
則

秦漢法治致

　
罪
刑
法
定
主
義
は
れ
っ
き
と
し
た
漢
語
で
あ
り
な
が
ら
、
本
来
の
意
義
の
沿
革
を
尋
ね
る
と
、
一
一
二
五
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ジ
ョ

ン
王
が
約
定
し
た
『
大
憲
章
』
（
ζ
m
ひ
q
轟
口
O
言
言
）
に
起
源
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
、
さ
ら

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
わ
た
り
、
一
七
八
九
年
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
『
人
権
な
ら
び
に
市
民
権
の
宣
言
』
の
第
八
条
に
「
法
律
は
絶
対
に
必

要
な
刑
罰
の
ほ
か
は
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
人
も
犯
罪
の
前
に
制
定
せ
ら
れ
、
か
つ
公
布
せ
ら
れ
お
よ
び
合
法
的
に
適
用
さ
れ
た

法
律
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
明
示
さ
れ
、
さ
ら
に
、
一
八
〇
一
年
ド
イ
ッ
の
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が

記
し
た
刑
法
教
科
書
の
な
か
に
「
法
律
無
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」
と
い
う
原
則
が
提
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
　
一
八
一
〇
年
に
制
定
さ
れ
た

『
フ
ラ
ン
ス
（
旧
）
刑
法
』
に
お
い
て
、
「
違
警
罪
・
軽
罪
・
重
罪
を
問
わ
ず
、
犯
罪
前
に
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
行
為
に
対
し
、
刑

罰
を
科
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
規
定
さ
れ
た
。

　
罪
刑
法
定
主
義
は
欧
米
に
起
源
し
、
発
達
し
た
と
い
う
点
は
、
刑
法
学
者
の
暗
黙
の
了
解
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
か
く
て
、
罪
刑
法
定

主
義
は
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
中
国
の
法
系
と
は
殆
ど
無
関
係
に
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
況
か
ら
、
古
代

中
国
法
史
の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
罪
刑
法
定
主
義
の
概
念
を
持
ち
出
す
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
諺
り
は
免
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
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か
し
、
罪
刑
法
定
主
義
が
「
法
律
無
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」
と
い
う
命
題
で
定
義
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
、
こ
れ
と
同
趣
旨
の
命
題
が
中
国
法

系
の
中
に
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
伝
統
的
中
国
法
と
罪
刑
法
定
主
義
の
関
係
を
あ
ら
た
め
て
検
証
す
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
無
意
味

な
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
か
つ
て
瀧
川
政
次
郎
氏
は
、
本
邦
養
老
年
間
に
制
定
さ
れ
た
日
本
律
令
に

　
㈲
　
凡
断
罪
、
皆
須
具
引
律
令
格
式
正
文
、
違
者
答
珊
。
（
『
律
』
「
断
獄
律
」
侠
文
）

　
㈲
　
凡
諸
司
断
事
、
悉
依
律
令
正
文
。
主
典
検
事
、
唯
得
検
出
事
状
、
不
得
轍
言
与
奪
。
（
『
令
』
巻
一
〇
「
獄
令
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
あ
る
二
条
を
論
拠
に
”
律
の
罪
刑
法
定
主
義
”
な
る
原
則
の
存
在
を
示
さ
れ
た
。
右
二
条
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
、
現
行
法
概
念
に
お
け

る
”
罪
刑
法
定
主
義
”
が
存
在
し
て
い
た
と
は
断
定
で
き
な
い
と
は
い
え
ど
も
、
現
行
刑
事
訴
訟
法
に
定
め
る
「
有
罪
の
言
い
渡
し
を
す

る
に
は
、
罪
と
な
る
べ
き
事
実
、
証
拠
の
標
目
及
び
法
令
の
適
用
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
第
三
一
二
五
条
）
と
す
る
原
則
は
、
養
老

年
間
の
律
令
に
確
立
し
て
い
た
点
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
律
令
の
母
法
で
あ
る
唐
律
令
に
お
い
て
、
こ
の
原
則
が
確
立
し
て
い
た

こ
と
も
自
明
の
理
で
あ
る
。
こ
の
原
則
に
つ
き
、
さ
ら
に
中
国
法
を
遡
源
し
て
み
る
と

　
＠
　
律
法
の
断
罪
は
皆
常
に
法
律
令
の
正
文
を
以
て
す
べ
し
。
若
し
正
文
無
く
ば
、
名
例
に
依
附
し
て
之
を
断
ず
べ
し
。
其
の
正
文
の
名
例
の
及
ば
ざ

　
　
る
所
は
、
皆
論
ず
る
こ
と
勿
れ
。
（
『
奮
書
』
巻
三
〇
「
刑
法
志
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
あ
る
ご
と
く
、
巫
目
律
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
奮
律
の
母
法
た
る
諸
法
の
律
文
は
侠
失
し
て
い
る
た
め
、
右
文
＠
に
準
ず
る
規
定
を
直

接
例
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
以
下
の
諸
史
料
は
、
罪
刑
法
定
の
原
則
が
、
奮
法
制
定
よ
り
前
の
時
代
に
、
つ
と
に
存
在
し

て
い
た
事
実
を
認
め
る
に
十
分
な
説
得
力
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
戦
国
時
代
の
史
料
に
は

　
㈲
　
名
分
す
で
に
定
ま
れ
ば
、
貧
盗
も
取
ら
ず
。
い
ま
、
法
令
明
ら
か
な
ら
ず
ば
、
其
の
名
は
定
ま
ら
ず
。
天
下
の
人
は
之
を
議
す
る
を
得
。
其
の
議

　
　
は
人
ご
と
に
異
に
し
て
定
ま
る
こ
と
な
し
。
人
主
の
法
を
上
に
為
り
、
下
民
こ
れ
を
下
に
議
す
る
は
、
是
れ
法
令
定
ま
ら
ず
。
下
を
以
て
上
を
為
む

　
　
る
な
り
。
こ
れ
所
謂
名
分
の
定
ま
ざ
る
な
り
。
夫
れ
名
分
の
定
ま
ざ
れ
ば
、
尭
舜
も
猶
将
に
皆
折
き
て
之
を
姦
せ
ん
と
す
。
而
る
に
況
ん
や
衆
人
を

　
　
や
。
（
『
商
君
書
』
巻
二
六
「
定
分
篇
」
）
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と
、
法
律
の
条
文
は
解
釈
に
お
い
て
議
論
の
余
地
の
な
い
ほ
ど
十
分
に
整
備
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
説
き
、
ま
た
、

　
㈲
　
各
々
法
令
を
主
る
の
民
、
敢
え
て
法
令
の
謂
う
所
の
名
を
行
う
を
忘
る
れ
ば
、
各
々
そ
の
忘
る
る
所
の
法
令
の
名
を
以
て
之
を
罪
す
。
（
『
商
君

　
　
書
』
巻
二
六
「
定
分
篇
」
）

と
法
律
条
文
の
正
し
い
適
用
を
役
人
に
対
す
る
義
務
と
し
、
も
し
、
本
来
適
用
す
べ
き
条
文
を
忘
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
た
だ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
、
「
反
坐
」
（
本
来
適
用
す
べ
き
法
を
も
っ
て
役
人
を
罰
す
る
こ
と
）
に
及
ぶ
と
あ
る
。
つ
い
で
、

　
ω
　
吏
は
明
ら
か
に
民
の
法
令
を
知
る
を
知
る
な
り
。
故
に
吏
は
敢
え
て
非
法
を
以
て
民
を
遇
せ
ず
。
民
は
敢
え
て
法
を
犯
し
て
以
て
法
官
を
干
さ
ざ

　
　
る
な
り
。
民
を
遇
す
る
に
法
に
循
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
法
官
に
問
う
。
法
官
は
即
ち
法
の
罪
を
以
て
之
に
告
ぐ
。
民
は
即
ち
法
官
の
言
を
以
て
、
正
し

　
　
く
之
を
吏
に
告
ぐ
。
吏
は
そ
の
此
の
如
く
な
る
を
知
る
。
故
に
吏
は
敢
え
て
非
法
な
る
を
以
て
民
を
遇
せ
ず
。
民
は
ま
た
敢
え
て
法
を
犯
さ
ず
。

　
　
（
『
商
君
書
』
巻
二
六
「
定
分
篇
）

と
あ
り
、
役
人
は
人
民
が
十
分
に
法
を
わ
き
ま
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
法
に
定
め
の
な
い
事
実
に
つ
き
人
民
を
弾
劾
す
る

こ
と
は
し
な
い
。
ま
た
、
人
民
が
法
に
従
わ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
事
実
を
法
官
に
問
い
、
法
官
は
法
文
に
明
記
さ
れ
て
い

る
罪
名
を
質
問
者
に
回
答
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
こ
に
、
「
法
律
無
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」
と
い
う
原
則
が
窺
い
知

れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
商
鞍
の
法
は
、
秦
の
孝
公
の
時
代
に
徹
底
さ
れ
た
。
孝
公
二
四
（
紀
元
前
三
三
八
）
年
、
孝
公
が
死
ぬ
と
、
公
子
が
襲
位
し
、
恵
文
王

と
な
っ
た
。
恵
文
王
は
商
鞍
の
才
能
の
余
り
あ
る
こ
と
を
恐
れ
、
こ
れ
を
諌
罰
し
た
が
、
商
鞍
の
法
そ
の
も
の
は
、
廃
絶
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
そ
の
後
の
時
代
に
も
生
き
続
け
た
。

　
当
時
、
戦
国
時
代
を
代
表
す
る
論
客
に
蘇
秦
と
い
う
者
が
い
た
。
彼
は
秦
に
赴
き
恵
文
王
に
接
見
し
た
。
そ
の
際
の
故
事
が
『
戦
国

策
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
蘇
秦
は
合
縦
策
の
論
客
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
当
初
、
連
衡
を
策
し
て
秦
王
に
献
策
し
た
。
秦
王
は

　
⑧
　
寡
人
之
を
聞
く
な
ら
く
、
「
毛
羽
豊
満
な
ら
ず
ん
ば
以
て
高
く
飛
ぶ
べ
か
ら
ず
。
文
章
成
ら
ざ
れ
ば
以
て
諌
罰
す
べ
か
ら
ず
。
道
徳
厚
か
ら
か
ず

　
　
ん
ば
以
て
民
を
使
う
べ
か
ら
ず
。
政
教
順
な
ら
ざ
れ
ば
以
て
大
臣
を
煩
わ
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
い
ま
、
先
生
、
嚴
然
と
し
て
千
里
を
遠
し
と
せ
ず
し
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て
庭
す
。
之
れ
を
教
う
る
に
願
わ
く
ば
異
日
を
以
て
せ
ん
。

と
、
献
策
に
対
す
る
即
答
を
避
け
た
。
上
文
で
注
意
す
べ
き
は
「
文
章
成
ら
ざ
れ
ば
以
て
謙
罰
す
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
一
文
で
あ
る
。
右

に
お
け
る
「
文
章
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
成
文
法
典
を
さ
す
。
改
め
て
、
こ
の
一
文
を
口
語
訳
す
る
と
「
法
律
な
け
れ
ば
刑
罰
な

し
」
と
な
る
。
こ
こ
に
紀
元
前
四
世
紀
の
中
国
の
王
の
言
葉
の
う
ち
に
、
一
九
世
紀
の
ド
イ
ッ
の
刑
法
学
者
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
刑
法

教
科
書
の
な
か
に
記
し
た
内
容
と
ま
っ
た
く
同
趣
旨
の
法
原
理
が
見
出
だ
さ
れ
る
。

　
両
者
の
間
に
は
、
二
千
年
以
上
の
隔
た
り
が
あ
り
、
し
か
も
前
者
の
資
料
的
価
値
は
後
者
に
遠
く
及
ば
ず
、
法
史
の
上
で
全
く
同
価
値

で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
意
図
は
な
い
。
し
か
し
、
秦
の
恵
文
王
は
若
い
時
代
に
は
商
鞍
が
実
践
し
た
法
治
の
効
用
を
目
の
当
た
り
に
し
、

彼
が
残
し
た
法
治
理
論
を
さ
ら
に
進
め
て
、
中
国
統
一
の
基
礎
固
め
を
行
っ
た
と
い
う
時
代
的
背
景
を
考
慮
す
る
と
、
既
に
紹
介
し
た

『
商
君
書
』
や
後
出
の
『
睡
虎
地
秦
簡
』
に
見
ら
れ
る
極
端
な
ま
で
の
法
律
至
上
主
義
が
、
当
時
の
秦
の
朝
廷
に
お
い
て
定
着
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
王
が
か
な
り
の
純
度
に
ま
で
高
揚
さ
れ
た
法
治
主
義
に
立
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
秦
の
統
一
も
実
現
し
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
秦
の
始
皇
帝
時
代
の
史
料
『
睡
虎
地
秦
簡
』
に
は

　
㈲
　
有
鞠
　
敢
え
て
某
県
の
主
に
告
ぐ
、
男
子
某
に
鞠
あ
り
、
辞
し
て
日
く
、
「
士
伍
に
し
て
、
某
里
に
居
す
、
名
・
事
・
里
と
坐
す
る
所
の
論
は
何

　
　
と
云
い
、
何
罪
が
赦
さ
れ
、
或
い
は
、
覆
問
の
有
無
を
定
む
可
し
、
識
者
を
遣
し
て
律
を
以
て
封
守
せ
ば
騰
に
当
て
、
騰
さ
ば
皆
報
と
な
せ
」
と
。

　
　
敢
え
て
主
に
告
ぐ
。
（
『
睡
虎
地
秦
簡
』
「
封
診
式
」
六
～
七
、
鵬
～
脚
）

と
あ
り
、
被
告
人
の
取
り
調
べ
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
人
定
質
問
に
相
当
す
る
氏
名
、
職
業
、
現
住
所
等
に
加
え
て
、
前
科
や
恩
赦
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

経
歴
を
も
併
記
す
る
と
い
う
方
式
が
採
ら
れ
て
い
た
。
⑧
の
原
文
に
お
け
る
「
所
坐
論
云
何
」
と
は
、
か
つ
て
言
い
渡
さ
れ
た
罪
名
を
指

す
。
そ
の
罪
名
と
は
、
倫
理
上
や
慣
習
法
の
規
範
に
触
れ
た
と
い
う
性
質
で
は
な
く
、
ま
さ
に
、
成
分
法
に
違
反
し
た
事
実
で
あ
る
。
ま

た
「
為
吏
之
道
」
に
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ω
　
凡
そ
吏
た
る
の
道
は
、
必
ず
精
潔
に
し
て
正
直
、
慎
謹
に
し
て
堅
固
、
審
悉
に
し
て
無
私
、
微
密
に
し
て
繊
察
、
安
静
に
し
て
無
苛
、
賞
罰
に
は

　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
審
か
に
当
た
れ
。
（
『
睡
虎
地
秦
簡
』
「
為
吏
之
道
」
（
一
二
］
）
～
七
［
□
鵬
～
晒
）

と
あ
り
、
賞
罰
に
当
た
っ
て
は
、
十
分
な
審
理
を
経
た
う
え
、
厳
正
な
決
定
を
な
す
べ
き
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
漢
代
に
お
け
る
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
は
如
何
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
対
し
、
次
な
る
史
料
は
、
そ
の
解
答
に

十
分
応
し
い
価
値
が
あ
ろ
う
。
時
代
は
文
帝
期
、
皇
帝
が
橋
に
差
し
か
か
っ
た
そ
の
時
、
一
人
の
男
が
思
わ
ず
橋
の
下
か
ら
駆
け
出
し
た

た
め
、
皇
帝
の
乗
車
す
る
御
車
の
馬
を
驚
か
せ
て
し
ま
っ
た
。
漢
律
に
照
ら
す
と
、
男
の
罪
は
「
犯
躍
」
そ
の
法
定
刑
は
「
罰
金
」
で
あ

る
。
皇
帝
は
こ
の
男
に
対
し
、
法
定
刑
の
枠
を
超
え
て
重
く
罰
す
る
様
に
指
令
し
た
。
こ
れ
に
対
し
裁
判
を
指
揮
し
た
廷
尉
の
張
釈
之
は

　
ω
　
法
は
天
子
の
天
下
と
公
共
す
る
所
な
り
。
い
ま
、
法
の
是
の
如
く
に
し
て
、
更
に
之
を
重
く
す
れ
ば
、
是
れ
法
は
民
に
信
ぜ
ざ
る
な
り
。
且
つ
方

　
　
に
其
の
時
、
上
の
使
を
し
て
之
を
謙
せ
し
め
れ
ば
則
ち
已
む
。
い
ま
已
に
廷
尉
に
下
さ
る
。
廷
尉
は
天
下
の
平
な
り
。
壼
た
び
傾
か
ば
天
下
の
法
を

　
　
用
い
る
者
は
皆
こ
れ
の
軽
重
を
為
す
。
民
は
安
ん
ぞ
其
の
手
足
を
錯
く
所
あ
ら
ん
や
。
唯
、
陛
下
の
之
を
察
せ
ら
る
る
こ
と
を
。
（
『
漢
書
』
巻
五
〇

　
　
「
張
釈
之
伝
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
上
申
し
た
。
文
帝
は
釈
之
の
言
を
容
れ
、
法
の
定
め
に
従
う
こ
と
に
同
意
し
た
。
文
帝
期
に
お
け
る
事
例
と
し
て
、
皇
帝
に
よ
る
”
罪

刑
の
檀
断
”
と
廷
尉
に
よ
る
”
罪
刑
の
法
定
”
と
の
再
度
に
わ
た
る
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
も
右
の
事
例
ω
の
場
合
と
同
様
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

罪
刑
法
定
の
原
則
が
貫
か
れ
た
と
『
漢
書
』
列
伝
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
秦
漢
時
代
の
法
の
適
用
の
原
則
に
関
し
て
は
『
唐
律
』
「
断
獄
律
」
に
比
す
る
直
接
規
定
こ
そ
見
出
し
得
な
か
っ
た

が
、
罪
刑
の
法
定
が
強
く
志
向
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
秦
漢
時
代
の
法
の
適
用
の
原
則
に
関
し
て
は
い
わ
ゆ
る
『
罪
刑
法
定
主
義
』
の
基
本
原
則
に
類
し
た
も
の
を
見
出
し
得
た
。

　
さ
て
、
罪
刑
法
定
主
義
の
基
本
原
則
は
「
法
律
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」
と
い
う
命
題
に
つ
き
る
。
た
だ
し
、
一
般
に
、
罪
刑
法
定
主
義

を
論
じ
る
と
き
、
こ
の
原
則
か
ら
派
生
的
に
要
請
さ
れ
る
事
項
の
存
否
が
問
わ
れ
る
。
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か
つ
て
、
法
哲
学
者
の
ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
氏
は
、
罪
刑
法
定
主
義
の
歴
史
的
沿
革
は
未
知
で
あ
り
、
内
容
に
関
し
て
も
、
そ
の
簡
潔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

な
表
現
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
種
々
異
な
っ
た
意
味
（
次
元
）
が
そ
こ
で
理
解
さ
れ
て
い
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
刑
法
の
中
で
罪
刑
法

定
主
義
を
掲
げ
る
以
上
は
、
当
然
、
客
観
性
・
統
一
性
・
具
体
性
が
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
基
本
原
則

を
除
き
、
罪
刑
法
定
主
義
の
定
義
づ
け
は
千
差
万
別
で
あ
る
。

　
こ
の
現
象
は
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
一
概
に
、
そ
う
と
も
断
定
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
罪
刑
法
定
主
義
と
は
西
欧
の

刑
法
の
独
占
物
で
も
な
け
れ
ば
、
現
代
刑
法
学
の
産
物
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
刑
法
の
範
囲
は
時
代
と
い
う
縦
軸
と
、
地
域
と
い
う
横

軸
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
面
に
存
在
す
る
。
極
端
な
例
示
を
す
る
と
、
現
代
日
本
・
一
三
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
、
ま
た
、
紀
元
前
三
世
紀
の
中

国
に
お
け
る
も
の
も
い
ず
れ
も
刑
法
の
範
疇
に
あ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
主
原
則
か
ら
派
生
的
に
要
請
さ
れ
る
事
項
は
、
時
代
や
地
域
に
よ
り
異
な
っ
て
当
然
で
あ
る
。
因
み
に
、
現
代
の
欧
米

や
日
本
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て
い
る
主
た
る
項
目
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
①
［
被
告
人
に
不
利
な
］
類
推
解
釈
の
禁
止

　
②
慣
習
法
の
排
除
／
成
文
法
主
義

　
③
刑
法
の
効
力
の
不
遡
及

　
④
絶
対
的
不
定
期
刑
の
排
斥

　
⑤
犯
罪
構
成
要
件
の
明
確
性

　
⑥
法
の
公
開
・
周
知

　
⑦
犯
罪
・
刑
罰
の
均
衡
／
刑
罰
の
適
正

　
右
の
ほ
か
、
学
者
に
よ
っ
て
は
、
残
虐
な
刑
罰
の
禁
止
な
ど
も
加
え
る
場
合
が
あ
る
。

　
本
論
文
の
テ
ー
マ
に
戻
り
、
秦
漢
時
代
の
中
国
に
お
け
る
法
治
主
義
と
罪
刑
法
定
主
義
の
関
連
を
考
え
る
と
き
、
法
と
情
理
・
慣
習
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法
・
類
推
解
釈
・
法
の
効
力
の
遡
及
な
ど
に
注
意
が
引
か
れ
る
。

　
次
節
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
よ
う
。

二
　
法
定
主
義
の
諸
相

秦漢法治放

　
8
　
「
不
当
得
為
」
（
情
理
）
に
つ
い
て

　
秦
は
六
国
を
制
覇
し
た
後
、
度
量
衡
・
文
字
の
統
一
な
ど
に
加
え
て
『
秦
法
経
』
を
も
っ
て
法
を
一
に
由
ら
し
め
た
。
し
か
し
、
風

俗
・
習
慣
を
異
に
す
る
広
大
な
領
域
に
お
け
る
社
会
の
行
為
の
す
べ
て
は
一
件
の
法
に
よ
り
規
制
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
人
々
の
生
活

と
成
文
法
と
の
間
に
は
少
な
か
ら
ぬ
空
隙
が
生
じ
る
の
は
必
定
で
あ
る
。
こ
の
空
隙
を
埋
め
る
に
は
次
の
て
だ
て
が
あ
る
。

　
①
人
情
、
道
理
の
見
地
よ
り
人
の
行
為
を
裁
く
。

　
②
成
文
法
典
の
条
文
に
対
し
て
類
推
解
釈
を
加
え
る
。

　
本
項
で
は
、
①
に
つ
き
検
討
を
な
す
。

　
情
理
に
よ
り
行
為
を
罰
す
る
と
い
う
原
則
は
、
『
唐
律
』
に
お
け
る

　
㈲
　
諸
不
応
得
為
而
為
之
者
答
四
十
。
（
謂
律
令
無
条
、
理
不
可
為
者
）
事
理
重
者
杖
八
十
。
（
「
雑
律
」
）

と
あ
る
条
文
に
よ
り
、
一
般
に
「
不
応
得
為
」
の
条
と
し
て
し
ら
れ
て
い
る
。
律
文
に
規
定
な
き
行
為
を
罰
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず

し
も
、
新
法
を
際
限
な
く
作
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
「
不
応
得
爲
」
条
の
存
在
理
由
は
、
あ
く
ま
で
も
、
成
文
法
の
み
で
は
対
処
し
得

な
い
軽
微
に
し
て
雑
多
な
行
為
を
罰
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
本
条
適
用
に
よ
っ
て
科
さ
れ
る
刑
は
「
答
四
十
」
を
原
則
と
す
る
。
「
答

四
十
」
（
重
き
場
合
は
、
「
杖
八
十
」
）
と
い
う
刑
罰
は
、
唐
律
の
刑
罰
体
系
に
お
い
て
比
較
的
軽
罰
の
範
囲
内
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
情

理
に
よ
っ
て
は
、
「
杖
八
十
」
を
超
え
る
刑
罰
は
科
し
得
な
い
と
い
う
制
約
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
制
約
は
、
罪
刑
の
檀
断
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や
法
治
の
無
視
に
対
す
る
大
き
な
歯
止
め
と
な
っ
て
い
た
。

　
さ
て
、
「
不
応
得
為
」
の
由
来
に
つ
い
て
、
沈
家
本
は

　
㈲
　
首
匿
、
見
知
縦
、
所
不
当
得
為
之
属
、
議
す
る
者
或
い
は
頗
る
そ
の
法
蟹
除
す
べ
き
を
言
う
。
い
ま
此
に
因
り
て
蹟
さ
し
む
れ
ば
、
其
の
便
の
明

　
　
か
な
る
こ
と
甚
だ
し
い
。
（
『
漢
書
』
巻
七
八
「
蒲
望
之
伝
」
）

　
＠
　
事
に
非
ず
し
て
之
に
事
と
し
（
鄭
注
」
い
ま
の
「
所
不
当
得
為
」
な
り
）
、
出
入
に
道
義
を
以
て
せ
ず
し
て
不
祥
の
辞
を
調
さ
ば
、
其
の
刑
は
墨

　
　
な
り
。
（
『
尚
書
大
伝
』
巻
四
「
甫
刑
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
あ
る
事
例
に
よ
り
「
所
不
当
得
為
」
の
五
文
字
は
漢
律
の
原
文
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
先
秦
以
来
の
文
献

に
お
い
て
右
の
㈲
＠
に
相
当
す
る
記
事
は
見
出
し
得
な
い
。
し
か
し
、
『
韓
非
子
』
に

　
㈲
　
書
、
約
な
れ
ば
弟
子
辮
ず
。
法
、
省
た
れ
ば
民
萌
訟
う
。
是
を
以
て
聖
人
の
書
は
、
必
ず
論
を
著
に
し
、
明
主
の
法
は
必
ず
事
を
詳
に
す
。
（
『
韓

　
　
非
子
』
巻
一
八
「
八
説
」
）

と
あ
る
ご
と
く
、
法
文
は
省
約
す
べ
き
で
な
い
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
が
法
家
の
原
則
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
法
の
規
定
を
詳
細
に
す
れ

ば
、
情
理
の
立
ち
入
る
余
地
は
少
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
法
の
規
定
が
詳
細
に
な
れ
ば
、
法
文
が
繁
多
と
な
り
、
法
の
周
知
は
徹
底
し

得
な
く
な
る
。
法
は
法
官
の
み
操
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
吏
民
は
法
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
く
、
と
い
う
法
治
主
義
の
原
理
に
逆
行
す
る
結

果
を
招
来
す
る
。
従
っ
て
、
法
家
の
立
法
家
と
い
え
ど
も
、
過
度
に
詳
細
な
法
を
作
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
法
治
を
厳
に

す
る
こ
と
と
、
情
理
を
も
っ
て
微
罪
を
罰
す
る
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
矛
盾
す
る
で
は
な
か
っ
た
。

　
口
　
「
比
附
」
に
つ
い
て

　
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
を
制
約
す
る
第
二
の
素
因
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
類
推
解
釈
の
問
題
が
あ
る
。
『
唐
律
』
「
名
例
律
」
に

　
㈲
　
諸
断
罪
而
無
正
条
、
其
応
出
罪
者
則
挙
重
以
明
軽
。
其
応
入
罪
者
則
挙
軽
以
明
重
。
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と
あ
り
、
疏
議
の
解
説
に
「
夜
、
故
な
く
人
家
に
入
り
、
主
人
が
直
ち
に
そ
の
賊
を
殺
し
て
も
無
罪
」
と
賊
盗
律
に
規
定
が
あ
る
の
で
、

賊
に
傷
害
を
加
え
て
も
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
。
ま
た
、
「
期
親
の
尊
長
を
殺
さ
ん
と
謀
る
も
の
は
皆
斬
」
と
賊
盗
律
に
規
定
が

あ
り
、
「
已
に
殺
す
」
「
已
に
傷
つ
く
」
の
文
言
は
な
い
。
し
か
し
、
殺
・
傷
の
既
遂
は
未
遂
よ
り
罪
が
重
い
の
で
、
い
ず
れ
も
斬
を
推
し

あ
て
る
、
と
あ
る
。
仁
井
田
陞
氏
に
よ
る
と
、
右
の
規
定
は
階
の
開
皇
律
に
創
始
さ
れ
、
”
法
律
に
規
定
な
き
こ
と
が
ら
に
対
し
て
は
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

推
を
な
す
”
と
い
う
思
想
は
、
先
秦
の
時
代
に
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　
先
秦
の
法
家
は
、
類
推
解
釈
に
対
し
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
『
管
子
』
に
、

　
㈲
　
儀
を
置
き
、
法
を
設
け
、
度
量
を
以
て
断
ず
る
は
上
主
な
り
。
人
を
愛
し
て
、
之
を
私
に
賞
し
、
人
を
悪
憎
み
て
之
を
私
に
罰
し
、
大
臣
に
倍
き

　
　
左
右
を
離
れ
、
専
ら
其
の
心
を
以
て
断
る
者
は
中
主
な
り
。
臣
に
愛
す
る
所
あ
り
て
、
為
に
之
を
私
に
賞
し
、
悪
む
所
あ
り
て
、
為
に
之
を
私
に
罰

　
　
し
其
の
公
法
に
倍
き
、
其
の
正
心
を
損
し
、
専
ら
其
の
大
臣
に
聴
く
者
は
危
主
な
り
。
（
『
管
子
』
巻
一
五
「
任
法
篇
」
）

と
、
法
は
主
観
を
排
し
、
あ
た
か
も
度
量
衡
を
用
い
る
が
如
く
厳
正
に
適
用
す
べ
き
こ
と
を
説
き
、
次
い
で

　
＠
是
の
故
に
、
先
王
の
国
を
治
む
る
や
、
意
を
法
の
外
に
淫
さ
ず
。
悪
を
法
の
内
に
為
さ
ず
。
動
き
て
法
に
非
ざ
る
者
無
き
は
、
過
ち
を
禁
じ
て
、

　
　
私
を
外
に
す
る
所
以
な
り
。
（
『
管
子
』
巻
一
六
「
明
法
篇
」
）

と
、
法
文
の
解
釈
は
厳
正
な
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
『
商
君
書
』
に
は
、

　
⑥
　
公
、
公
孫
鞍
に
問
い
て
日
く
、
「
法
令
は
当
時
、
之
を
立
つ
る
者
を
以
て
、
明
旦
、
天
下
の
吏
民
を
し
て
、
み
な
明
ら
か
に
知
り
て
之
を
用
い
る

　
　
こ
と
一
の
如
く
に
し
て
私
な
か
ら
し
め
ん
と
欲
っ
す
。
奈
何
」
と
。
（
巻
二
六
「
定
分
篇
」
）

と
、
孝
公
の
言
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
一
ー
⑥
に
「
下
民
こ
れ
を
下
に
議
す
る
は
、
是
れ
法
令
定
ま
ら
ず
。
」
と
あ
る
如
く
、
ひ

と
た
び
制
定
さ
れ
た
法
を
吏
民
が
ほ
し
い
ま
ま
に
解
釈
す
る
こ
と
の
弊
害
を
説
い
て
い
る
。
法
家
の
論
を
綜
合
す
る
と
、
定
ま
っ
た
要
件

を
備
え
る
条
文
を
私
的
に
解
釈
す
る
が
ご
と
き
便
宜
主
義
に
対
し
、
厳
し
い
警
告
を
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
条
解
釈
の
例
は
秦
代
の
法

に
お
い
て
も
、
以
下
の
ご
と
き
事
例
が
あ
る
。
ま
ず
、
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回
　
［
問
う
］
臣
、
強
い
て
主
と
好
す
。
何
に
論
ぜ
ん
。

　
　
　
［
答
う
］
「
殴
主
」
に
比
せ
ん
。
（
『
睡
虎
地
秦
簡
』
「
法
律
答
問
」
七
五
、
輔
）

と
あ
る
。
奴
埠
が
主
人
を
強
姦
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
論
処
す
べ
き
か
、
と
い
う
設
問
に
対
し
て
「
殴
主
」
罪
に
比
し
て
処
断
せ
よ
、
と

回
答
し
て
い
る
。
さ
て
、
強
姦
と
殴
打
（
暴
行
）
の
両
罪
の
軽
重
を
衡
る
と
、
当
然
、
強
姦
が
重
罪
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
強
姦
を
は

た
ら
い
た
も
の
が
、
殴
打
（
暴
行
）
に
類
推
し
て
処
断
さ
れ
る
こ
と
は
、
被
告
人
に
と
っ
て
決
し
て
不
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
。

　
ω
　
［
問
う
］
大
父
母
を
殴
た
ば
、
鯨
為
城
旦
春
。
い
ま
、
高
大
父
母
を
殴
つ
。
何
に
論
ぜ
ん
。

　
　
　
［
答
う
］
大
父
母
に
比
せ
ん
。
（
『
睡
虎
地
秦
簡
』
「
法
律
答
問
」
七
八
、
螂
）

右
は
、
法
文
に
「
大
父
母
（
祖
父
母
）
」
に
対
す
る
暴
行
罪
が
法
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
「
高
大
父
母
（
曽
祖
父
母
）
」
に
対
し
て

暴
行
を
加
え
た
と
き
、
如
何
に
論
処
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
「
大
父
母
」
に
対
す
る
場
合
に
比
し
て
論
処
せ
よ
、
と
回
答
し

て
い
る
。
曽
祖
父
母
は
祖
父
母
の
父
母
で
あ
り
、
こ
れ
に
暴
行
を
加
え
る
行
為
に
対
し
て
同
量
の
罪
刑
を
認
め
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
不

当
で
は
な
い
。
因
み
に
、
『
唐
律
』
に
お
い
て
は
、
「
諸
署
祖
父
母
・
父
母
者
、
絞
」
と
か
「
諸
祖
父
母
・
父
母
為
人
所
殴
撃
、
子
孫
理
合

救
之
…
…
」
（
い
ず
れ
も
「
闘
訟
律
」
）
と
あ
る
ご
と
く
「
祖
父
母
・
父
母
」
は
「
子
・
孫
」
に
対
比
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
法
文
上
、
主

体
で
あ
れ
、
客
体
で
あ
れ
、
「
祖
父
母
」
と
「
父
母
」
と
の
間
に
差
を
設
け
て
い
な
い
。
な
お
、
『
唐
律
』
に
お
い
て
、
「
曽
祖
父
母
」
の

辞
句
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
現
実
の
生
活
の
上
で
四
世
代
隔
た
っ
た
者
同
志
が
法
律
行
為
に
拘
る
事
は
極
め
て
稀
で
し
か
な
か
っ
た

と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
⑧
　
鍍
・
戟
・
矛
の
室
あ
る
も
の
を
ば
抜
き
て
以
て
闘
う
も
、
未
だ
傷
あ
ら
ざ
る
な
り
。
論
ず
る
に
剣
に
比
せ
ん
。
（
『
睡
虎
地
秦
簡
』
「
法
律
答
問
」

　
　
八
五
、
姫
）

右
に
お
い
て
、
「
鍍
・
戟
・
矛
」
な
ど
の
鞘
の
あ
る
武
器
を
持
っ
て
私
闘
を
な
し
、
相
手
を
傷
つ
け
な
か
っ
た
と
き
、
明
文
の
あ
る
「
剣
」

の
規
定
に
比
し
て
処
断
す
べ
し
と
あ
る
。
「
鍍
・
戟
・
矛
」
な
ど
は
戦
闘
用
の
武
器
で
剣
以
上
に
殺
傷
力
が
あ
り
、
こ
の
場
合
は
理
に
適
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っ
た
類
推
解
釈
で
あ
る
と
い
え
る
。
（
も
し
、
法
文
で
「
鍍
・
戟
・
矛
」
な
ど
の
鞘
の
あ
る
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
事
実
に
お

い
て
剣
を
用
い
た
場
合
は
法
文
の
域
を
出
た
類
推
解
釈
と
い
え
る
。
本
件
を
現
代
社
会
に
即
し
て
例
え
れ
ば
、
「
原
爆
を
保
有
せ
ず
」
と
の
決
議
に
は
当
然

「
水
爆
」
の
保
有
も
含
ま
れ
る
。
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
）

　
右
文
の
史
料
㈲
ω
⑧
を
通
し
て
も
分
る
ご
と
く
、
秦
代
に
お
け
る
法
条
解
釈
は
、
い
ず
れ
も
「
拡
張
解
釈
」
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な

く
。
『
唐
律
』
「
名
例
律
」
に
掲
げ
る
「
罪
を
断
ず
る
に
正
条
な
け
れ
ば
、
其
れ
罪
を
出
す
べ
き
も
の
は
、
則
ち
重
き
を
挙
げ
て
以
て
、
軽

き
を
明
ら
か
に
す
。
其
れ
罪
を
入
る
る
べ
き
も
の
は
、
則
ち
軽
き
を
挙
げ
て
、
以
て
重
き
を
明
ら
か
に
す
べ
し
」
と
あ
る
原
則
の
範
を
示

す
。　

右
に
見
ら
れ
る
「
比
」
に
つ
い
て
は
、
漢
代
に
も
幾
多
の
事
例
が
あ
る
。
前
漢
の
武
帝
時
代
の
社
会
的
状
況
と
し
て
、

　
㈲
　
酷
吏
は
撃
断
す
る
も
姦
軌
は
勝
え
ず
。
是
に
お
い
て
張
湯
・
趙
萬
の
属
を
招
進
し
、
法
令
を
条
定
し
、
見
知
故
縦
・
監
臨
部
主
の
法
を
作
り
、
深

　
　
故
の
罪
を
緩
め
、
縦
出
の
諌
を
急
に
す
。
そ
の
後
、
姦
獅
は
法
を
巧
み
に
し
、
転
た
相
い
比
況
す
。
禁
岡
は
寝
密
と
な
り
、
律
令
は
凡
て
三
百
五
十

　
　
九
章
、
大
辟
四
百
九
条
、
千
八
百
八
十
二
事
、
死
罪
の
決
事
比
は
万
三
千
四
百
七
十
二
事
、
文
章
は
几
閣
に
盈
ち
、
典
者
は
偏
く
賭
る
こ
と
能
わ
ず
。

　
　
（
『
漢
書
』
二
三
「
刑
法
志
」
）

と
あ
り
、
類
推
解
釈
が
盛
行
し
、
法
網
は
細
密
化
し
、
罪
人
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
と
あ
る
。

　
類
推
解
釈
に
は
、
両
側
面
が
あ
る
。
一
方
は
、
あ
る
事
実
が
、
法
律
上
明
文
を
も
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
事
実
に
類
似
し
て
い
る
た
め
、

「
被
告
人
に
不
利
な
類
推
」
を
な
す
こ
と
で
あ
り
、
他
方
は
、
法
文
に
対
し
「
被
告
人
に
有
利
な
類
推
」
を
な
す
こ
と
で
あ
る
。
何
時
の

時
代
に
お
い
て
も
、
成
文
法
が
存
す
る
限
り
、
類
推
解
釈
の
是
非
の
問
題
は
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
法
で
あ
る
特
定
の
行
為
を
禁
止
し

た
場
合
、
そ
の
違
法
性
は
明
確
に
線
引
き
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
違
法
と
合
法
の
境
界
に
は
い
わ
ゆ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
い
う
部
分
が

存
在
す
る
。
こ
の
部
分
を
「
黒
」
と
解
釈
す
る
の
が
前
者
で
あ
り
、
「
白
」
と
解
釈
す
る
の
が
後
者
で
あ
る
。

　
漢
代
に
お
け
る
後
者
に
属
す
る
事
例
と
し
て
、
次
の
故
事
が
あ
る
。
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前
漢
末
、
成
帝
の
時
代
に
二
千
石
の
官
た
る
凋
野
王
は
病
気
と
な
り
、
三
か
月
の
後
、
天
子
か
ら
休
暇
を
賜
り
、
任
地
の
郡
を
離
れ
た
。

当
時
の
法
に
お
い
て
は
、
令
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
休
暇
（
「
予
告
」
）
の
場
合
は
、
任
地
を
離
れ
て
帰
郷
す
る
こ
と
を
得
た
が
、
病
気
の
場

合
に
関
し
て
は
明
文
が
無
か
っ
た
。
右
、
凋
野
王
の
件
に
つ
き
、
大
将
軍
の
王
鳳
は
、
凋
野
王
に
対
し
免
職
の
処
分
を
行
っ
た
。
こ
の
と

き
、
王
鳳
の
部
下
の
杜
欽
は
、

　
ω
　
伝
に
日
く
「
賞
の
疑
わ
し
き
は
予
に
従
う
、
恩
を
広
め
功
を
勧
む
所
以
な
り
。
罰
の
疑
わ
し
き
は
去
に
従
う
、
刑
を
慎
み
知
り
が
た
き
を
闘
く
な

　
　
り
」
と
、
（
『
漢
書
』
巻
七
九
「
凋
野
王
伝
」
）

と
、
古
伝
を
引
用
し
て
、
焉
野
王
を
罰
す
る
こ
と
の
不
当
性
を
述
べ
た
。
杜
欽
の
辞
に
よ
り
、
漢
代
に
既
に
「
罰
の
疑
わ
し
き
は
去
に
従

う
」
と
い
う
法
理
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
罪
の
疑
わ
し
い
案
件
に
つ
い
て
は
様
々
な
対
処
法
が
あ
る
が
、
周
知
の
ご
と
く
、
『
唐
律
』
「
断
獄
律
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
「
疑

罪
」
と
し
、
実
刑
に
代
え
て
罰
金
を
科
し
て
い
た
。
こ
の
「
疑
罪
」
と
い
う
辞
句
は
『
唐
律
』
よ
り
前
の
時
代
の
ほ
う
に
見
出
だ
す
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
右
の
事
例
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
唐
代
以
前
に
も
「
罪
の
疑
わ
し
き
案
件
」
に
つ
い
て
、
刑
の
減
免
の
措
置

が
と
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
『
書
経
』
に

　
ω
　
五
刑
の
疑
、
赦
あ
り
。
五
罰
の
疑
、
赦
あ
り
。
（
「
呂
刑
」
）

と
あ
り
、
こ
の
記
事
に
続
い
て
「
墨
」
・
「
則
」
・
「
荊
」
・
「
宮
」
・
「
大
辟
」
の
五
種
の
刑
罰
に
相
当
す
る
犯
罪
事
実
に
疑
義
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

る
場
合
は
罰
金
刑
を
科
す
と
の
記
事
が
み
え
る
。

　
ま
た
、
『
書
経
』
「
大
禺
謹
」
に
は

　
α
⇔
　
過
ち
を
宥
す
に
大
と
無
く
、
故
を
刑
す
る
に
小
と
す
る
無
し
。
罪
の
疑
わ
し
き
は
惟
れ
軽
く
し
、
功
の
疑
わ
し
き
は
惟
れ
重
く
す
。
そ
の
不
享
を

　
　
殺
す
よ
り
は
、
寧
ろ
不
経
に
失
せ
ん
と
す
る
。

と
、
「
罪
の
疑
わ
し
い
」
と
い
う
事
実
を
も
っ
て
情
状
の
要
件
と
さ
れ
て
い
た
。
既
述
の
諸
史
料
に
よ
り
、
「
罪
の
疑
わ
し
い
」
と
い
う
案
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E
　
￥
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、

、

F

件
に
つ
い
て
は
、

　
①
処
分
し
な
い
。

　
②
刑
を
軽
減
す
る
。
（
実
刑
に
代
え
て
罰
金
刑
な
ど
を
科
す
な
ど
）

の
二
種
類
の
減
免
措
置
が
と
ら
れ
得
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
既
述
の
諸
史
料
を
綜
合
す
る
と
、
「
罪
の
疑
わ
し
い
」
と
い
う
概
念
は
、
事
実
の
認
定
に

関
す
る
疑
義
と
、
法
律
の
適
用
に
関
す
る
疑
義
の
両
者
を
包
摂
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。

　
秦
漢
時
代
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
疑
罪
」
に
つ
い
て
の
明
文
規
定
が
存
在
し
て
い
た
か
否
か
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
『
唐
律
』
に
は
、

　
ω
　
諸
疑
罪
、
各
依
諸
犯
以
順
論
。
即
疑
獄
、
執
見
不
同
者
、
得
為
異
議
、
議
不
得
過
三
。
（
「
断
獄
律
」
）

と
あ
り
、
注
に
は
「
謂
虚
実
之
証
等
、
是
非
之
理
均
、
或
事
渉
疑
似
。
傍
無
証
見
、
或
傍
有
聞
証
、

事
非
疑
似
之
類
」
と
あ
り
、
ま
た
疏
議
に
は
「
即
疑
獄
、
謂
獄
有
所
疑
、
法
官
執
見
不
同
者
、
議
律

論
情
、
各
申
異
見
、
得
為
異
議
」
と
あ
り
、
法
官
の
「
異
見
」
に
は
、
適
用
す
べ
き
律
文
に
関
す
る

も
の
（
「
律
」
）
と
、
事
実
関
係
に
関
す
る
も
の
（
「
情
」
）
の
二
つ
の
要
素
か
ら
な
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
右
の
律
文
に
よ
っ
て
も
「
疑
罪
」
の
概
念
が
十
分
に
明
確
で
は
な
い
の
で
、

適
用
範
囲
に
つ
き
図
解
し
て
み
よ
う
。

　
例
と
し
て
、
「
甲
が
が
乙
の
庭
に
侵
入
し
た
」
と
い
う
事
案
を
上
図
に
投
影
し
て
み
よ
う
。
事
実

の
認
定
お
よ
び
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
、
「
実
」
と
「
虚
」
お
よ
び
「
疑
」
の
要
素
に
分
類
し
て
み
る
。

　
A
“
甲
が
乙
の
庭
に
侵
入
し
た
事
実
お
よ
び
法
律
の
適
用
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
疑
義
無
し
。
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B
1
”
乙
の
庭
に
侵
入
し
た
者
は
甲
で
あ
る
が
、
「
住
居
侵
入
罪
」
の
適
用
に
は
疑
義
が
あ
る
。

　
B
2
”
「
住
居
侵
入
罪
」
の
適
用
に
は
疑
義
が
な
い
が
、
乙
の
庭
に
侵
入
し
た
者
を
甲
と
特
定
す
る
に
は
疑
義
が
あ
る
。

　
C
1
”
乙
の
庭
に
侵
入
し
た
者
は
甲
で
あ
る
が
、
こ
の
行
為
を
罰
す
る
条
文
が
無
い
の
で
無
罪
。

　
C
2
”
「
住
居
侵
入
罪
」
の
適
用
に
は
疑
義
が
な
い
が
、
乙
の
庭
に
侵
入
し
た
者
は
甲
以
外
の
第
三
者
で
あ
る
。

　
D
”
乙
の
庭
に
侵
入
し
た
者
を
甲
と
特
定
す
る
に
は
疑
義
が
あ
り
、
ま
た
、
「
住
居
侵
入
罪
」
の
適
用
に
は
疑
義
が
あ
る
。

　
E
l
H
乙
の
庭
に
侵
入
し
た
者
を
甲
と
特
定
す
　
る
に
は
疑
義
が
あ
り
、
ま
た
、
「
住
居
侵
入
罪
」
の
適
用
は
で
き
な
い
。

　
E
2
髄
「
住
居
侵
入
罪
」
の
適
用
に
は
疑
義
が
あ
り
、
ま
た
、
乙
の
庭
に
入
っ
た
者
は
甲
以
外
の
第
三
者
で
あ
る
。

　
F
“
乙
の
庭
に
入
っ
た
者
は
甲
以
外
の
第
三
者
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
行
為
は
「
住
居
侵
入
罪
」
に
該
当
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
事
実
関
係
に
関
し
て
は
、
確
か
に
甲
が
乙
の
庭
に
侵
入
し
た
、
と
い
う
黒
の
状
況
か
ら
、
乙
の
庭
に
入
っ
た
者
は
甲
で
は
な
く
丙
で
あ

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ペ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ペ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

る
、
と
い
う
白
の
状
況
及
び
甲
が
乙
の
庭
に
入
っ
た
疑
い
が
あ
る
と
い
う
灰
色
の
状
況
が
あ
る
。
ま
た
視
点
を
殊
に
す
れ
ば
、
甲
が
入
っ

た
の
は
乙
の
庭
で
な
く
空
き
地
で
あ
っ
た
と
か
、
確
か
に
甲
が
乙
の
庭
に
侵
入
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
門
に
施
錠
さ
れ
て
あ
っ
た
の

で
引
き
返
し
た
、
な
ど
の
状
況
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
法
律
の
適
用
に
関
し
て
は
、
「
他
人
の
庭
園
に
侵
入
す
る
罪
」
に
該
当
す
る
の
で
犯
罪
を
構
成
す
る
、
と
い
う
黒
の
解
釈
か
ら
「
他
人

の
住
居
に
侵
入
す
る
罪
」
と
い
う
規
定
は
あ
る
が
「
他
人
の
庭
園
に
侵
入
す
る
罪
」
と
い
う
条
文
は
無
い
の
で
、
犯
罪
を
構
成
し
な
い
、

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

と
い
う
白
の
解
釈
に
別
れ
る
が
、
「
庭
園
」
を
「
住
宅
」
一
部
と
解
釈
す
れ
ば
こ
の
事
実
は
黒
と
な
る
可
能
性
は
あ
る
。

　
前
頁
の
図
に
お
い
て
、
B
1
・
B
2
及
び
D
が
疑
罪
の
範
囲
で
、
C
1
・
C
2
・
E
1
・
E
2
・
F
は
疑
罪
の
範
囲
外
で
あ
る
。

　
本
項
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
「
比
附
」
は
前
頁
の
図
に
お
け
る
B
1
・
C
1
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
実
問
題
と
し
て
、

B
1
と
C
1
の
境
界
線
は
曖
昧
な
も
の
で
あ
り
、
絶
対
的
な
基
準
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
境
界
線
を
決
定
付
け
る
の
は
時
に
は
情
理
（
条

理
）
で
あ
り
、
ま
た
社
会
的
要
請
で
あ
る
。
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日
　
刑
法
の
法
源
に
つ
い
て

　
法
は
、
文
書
で
記
さ
れ
、
一
定
の
形
式
と
手
続
き
を
経
て
公
布
さ
れ
せ
る
成
文
法
の
ほ
か
、
上
記
の
要
件
を
備
え
な
い
不
文
法
に
大
別

さ
れ
る
。
不
文
法
は
さ
ら
に
、
①
慣
習
法
　
　
相
当
の
期
間
存
在
し
た
慣
習
か
規
範
と
し
て
の
性
質
を
有
し
、
国
が
そ
の
法
的
効
力
を
認

め
た
も
の
。
②
判
例
法
　
　
特
定
の
こ
と
が
ら
に
つ
き
一
定
の
傾
向
を
も
つ
判
決
が
く
り
返
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
判
決
は
法
的
拘
束
力
を
も

つ
、
に
大
別
さ
れ
る
。
本
項
で
は
、
不
文
法
に
属
す
る
右
文
二
点
に
つ
き
考
察
す
る
。

　
［
慣
習
法
］

　
「
五
里
風
を
異
に
し
、
十
里
俗
を
改
む
」

　
「
郷
に
入
り
て
は
俗
に
随
い
、
境
に
入
り
て
は
境
に
問
え
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
右
の
諺
語
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
中
国
社
会
に
お
い
て
は
、
風
俗
、
習
慣
が
多
様
で
根
強
い
。
歴
代
王
朝
に
お
い
て
は
、
地

方
固
有
の
慣
習
を
法
と
し
て
認
め
る
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
法
家
は
、
慣
習
を
排
除
す
る
原
則
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

　
㈲
　
知
あ
ら
ば
則
ち
惑
い
、
心
あ
ら
ば
則
ち
瞼
し
、
目
あ
ら
ば
則
ち
眩
む
。
是
を
以
て
規
矩
は
一
に
し
て
易
え
ず
。
秦
楚
の
緩
節
を
為
さ
ず
し
て
、
胡

　
　
越
の
改
容
を
為
さ
ず
。
一
に
し
て
邪
た
ら
ず
、
方
行
し
て
流
れ
ず
。
（
『
郵
析
子
』
巻
一
「
無
厚
篇
」
）

と
あ
り
、
ま
た
、
前
項
史
料
㈹
に
掲
げ
た
ご
と
く
、
法
源
の
一
統
に
し
て
、
し
か
も
公
布
す
る
こ
と
に
よ
り
周
知
せ
し
め
る
原
則
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
秦
簡
に
お
い
て
は
、

　
㈲
古
は
、
民
に
各
々
郷
俗
あ
り
。
そ
の
利
す
る
所
お
よ
び
好
悪
は
同
じ
か
ら
ず
。
或
る
も
の
は
民
に
便
な
ら
ず
し
て
、
邦
に
害
た
ら
し
む
。
是
を
以

　
　
て
聖
王
は
法
度
を
作
為
し
、
以
て
民
心
を
矯
端
し
、
そ
の
邪
僻
を
去
ら
し
め
、
そ
の
悪
俗
を
除
く
。
（
「
語
書
」
『
～
二
、
5
4
～
5
5
）

と
あ
り
、
右
文
に
「
郷
俗
」
「
悪
俗
」
な
る
語
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
ま
さ
に
慣
習
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
秦
は
「
郷
俗
」
を
慣
習

法
と
し
て
認
知
す
る
と
い
う
方
針
は
取
ら
な
か
っ
た
。

　
＠
　
い
ま
法
律
令
已
に
布
さ
る
も
、
吏
民
の
法
を
犯
し
間
私
す
る
も
の
止
ま
ら
ず
と
聞
く
。
私
好
、
郷
俗
の
心
は
変
ら
ず
。
令
、
丞
よ
り
以
下
の
知
り
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て
論
を
挙
げ
ざ
る
は
、
是
れ
即
ち
、
明
ら
か
に
主
の
明
法
を
避
く
る
な
り
。
（
同
右
、
五
～
六
、
58

～
59
）

と
あ
る
ご
と
く
「
法
・
律
・
令
」
の
成
文
法
を
唯
一
の
法
源
と
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
意
図
は
地
方
の
末
端
に
は

十
分
滲
透
し
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

　
［
判
例
法
］

　
す
べ
て
の
犯
罪
を
予
見
し
、
明
文
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
予
見
し
得
て
も
、
一
方
で
は
、
法
文
は
簡
潔
で
あ
る
こ
と

も
要
請
さ
れ
て
い
る
た
め
、
前
出
の
「
高
大
父
母
」
が
客
体
と
な
る
よ
う
な
要
件
は
敢
え
て
明
文
化
し
な
い
。
た
だ
し
、
法
家
は
社
会
生

活
と
成
文
法
と
の
間
に
生
じ
た
空
隙
に
対
し
、
容
易
に
”
情
理
”
や
”
慣
習
法
”
を
も
っ
て
補
填
す
る
と
い
う
手
段
を
選
ば
な
か
っ
た
。

こ
の
問
題
に
対
し
は
、
既
述
の
「
比
」
と
い
う
手
段
と
判
例
に
法
的
拘
束
力
を
付
す
と
い
う
方
法
に
よ
り
解
決
を
図
っ
た
。
判
例
法
は
前

述
の
「
比
」
と
相
通
ず
る
一
面
を
有
す
る
。
「
比
」
が
机
上
の
解
釈
論
で
あ
る
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
る
の
に
対
し
、
判
例
法
は
現
実

の
事
案
か
ら
出
で
た
産
物
で
あ
る
。
従
っ
て
、
判
決
例
は
「
比
」
よ
り
も
強
い
法
的
拘
束
力
を
有
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
公
布
と
い
う
手

続
き
を
経
て
い
な
い
の
で
、
法
源
と
し
て
は
、
第
二
次
的
な
も
の
に
止
ま
る
。

　
判
例
法
は
秦
代
に
お
い
て
「
廷
行
事
」
と
称
さ
れ
る
。
秦
簡
に

356

⑥
　
求
盗
、
罪
人
を
追
捕
し
、
罪
人
、
求
盗
を
格
殺
す
。

　
［
問
う
］
殺
人
者
は
「
賊
殺
人
」
と
な
す
や
、
且
つ
「
闘
殺
」
と
な
す
や
。

　
［
答
う
］
「
闘
殺
人
」
な
り
。
廷
行
事
は
　
「
賊
」
と
な
す
。
（
「
法
律
答
問
」
六
六
、
鰯
）

㈲
　
「
百
姓
、
債
あ
る
と
き
、
敢
え
て
檀
に
強
質
す
る
こ
と
勿
れ
。
檀
に
強
質
し
及
び
質
を
和
受
せ
ば
皆
黄
二
甲
」
廷
行
事
、
強
質
人
は
論
ぜ
ら
れ
、

　
予
う
者
は
論
ぜ
ら
れ
ず
。
質
を
和
受
す
る
者
は
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
［
勿
し
］
。
（
「
法
律
答
問
」
一
四
八
、
鵬
）

ω
　
［
問
う
］
倉
鼠
の
穴
幾
何
ば
か
り
に
て
、
論
及
び
諄
に
当
た
る
や
。

　
［
答
う
］
廷
行
事
、
鼠
穴
三
以
上
な
ら
ば
貸
一
盾
、
二
以
下
な
ら
ば
諄
。
誤
穴
三
は
一
鼠
穴
に
当
て
ん
。
（
「
法
律
答
問
」
一
五
二
、
朧
）
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と
あ
る
。
秦
簡
に
お
け
る
「
廷
行
事
」
に
は
右
の
三
例
の
ほ
か
九
例
、
計
十
二
例
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
次
の
三
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ

る
Q

　
①
律
文
に
定
め
る
法
定
刑
を
変
更
す
る
も
の
。
（
右
㈲
を
含
む
三
例
）

　
②
律
文
の
み
で
は
判
然
と
し
な
い
点
に
つ
き
補
足
的
解
説
を
加
え
る
も
の
。
（
右
㈲
を
含
む
三
例
）

　
③
律
文
に
規
定
な
き
事
が
ら
に
対
し
、
同
じ
類
型
に
属
す
る
律
文
の
規
定
を
適
用
す
る
（
右
q
D
を
含
む
六
例
）

　
ま
た
、
秦
簡
に
は

　
⑧
　
「
敢
え
て
錦
履
を
履
く
こ
と
無
か
れ
」

　
　
［
問
う
］
「
錦
履
を
履
く
」
の
状
は
何
の
如
き
や
。

　
　
［
答
う
］
律
の
謂
う
所
は
、
綜
を
以
て
履
を
雑
織
し
、
履
に
文
あ
ら
ば
乃
ち
「
錦
履
」
と
な
す
。
錦
の
縷
履
は
な
さ
ず
。
然
れ
ど
も
行
事
は
焉
に
比

　
　
　
す
。
（
「
法
律
答
問
」
一
六
二
、
識
）

と
あ
る
。
右
文
の
「
行
事
は
焉
に
比
す
」
は
前
出
の
「
廷
行
事
」
に
他
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
秦
代
の
「
廷
行
事
」
は
、
や
や
意
味
あ
い
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
漢
代
に
お
い
て
は
「
決
事
比
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
何
時
の
時
点
を
も
っ
て
改
め
ら
れ
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
同
義
の
法
律
用
語
が
、
例
え
ば
前
出
の
「
不
当
得
為
（
漢
代
）
」

「
不
応
得
為
（
唐
代
）
」
の
ご
と
く
、
時
代
に
伴
っ
て
遷
り
変
る
こ
と
は
稀
で
は
な
い
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
①
人
為
的
に
作
ら
れ
た
語

句
が
あ
る
時
期
を
画
し
て
採
用
さ
れ
る
。
②
慣
用
化
さ
れ
た
語
句
が
元
の
語
句
に
と
っ
て
替
る
。
の
場
合
に
大
別
さ
れ
よ
う
。
筆
者
は
秦

か
ら
漢
に
か
け
て
判
例
（
法
）
を
意
味
す
る
語
は
、
「
廷
行
事
」
↓
「
行
事
比
」
↓
「
決
事
比
」
と
変
遷
し
て
い
っ
た
と
推
定
す
る
。
⑧

の
「
行
事
比
焉
」
は
ま
さ
に
右
例
②
に
属
す
る
過
度
的
な
用
例
の
一
で
あ
ろ
う
。
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四
法
の
不
潮
及
の
原
則

　
実
行
の
と
き
犯
罪
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
行
為
は

　
①
事
後
制
定
さ
れ
た
法
に
よ
り
犯
罪
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
②
事
後
の
立
法
に
よ
り
従
前
の
刑
は
加
重
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
”
刑
法
の
効
力
の
不
湖
及
”
の
原
則
で
あ
る
。
こ
れ
と
類
似
し
た
思
想
は
、

　
㈲
　
令
未
だ
布
か
ず
し
て
罰
之
に
及
べ
は
、
是
れ
、
上
、
妄
に
謙
す
る
な
り
。
上
、
妄
に
諌
す
れ
ば
、
民
、
生
を
軽
ん
ず
。
民
、
生
を
軽
ん
ず
れ
ば
暴

　
　
人
興
り
曹
党
起
り
て
乱
賊
作
る
。
（
『
管
子
』
巻
六
「
法
法
篇
」
）

と
あ
る
ご
と
く
、
す
で
に
春
秋
期
に
存
在
し
て
い
た
。
漢
代
に
お
け
る
も
の
と
し
て
は
、
前
掲
二
口
ω
に
接
続
す
る
箇
所
に

　
㈲
　
い
ま
令
と
故
事
を
繹
て
、
而
し
て
不
敬
の
法
に
仮
る
は
、
疑
わ
し
き
を
閾
き
て
従
り
て
去
ら
し
む
の
意
に
違
う
。
即
し
二
千
石
を
以
て
千
里
の
地

　
　
を
守
り
、
兵
馬
の
重
に
任
じ
ら
ば
、
宜
し
く
郡
を
去
る
べ
か
ら
ず
。
将
に
刑
を
制
す
る
を
以
て
後
法
と
為
さ
ん
も
、
則
ち
野
王
の
罪
は
未
だ
令
を
制

　
　
す
る
の
前
に
在
る
な
り
。
刑
賞
は
大
信
な
り
、
愼
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
（
『
漢
書
』
巻
七
九
「
凋
野
王
伝
」
）

と
あ
り
、
刑
の
不
湖
及
が
説
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

　
＠
　
令
、
法
を
犯
せ
し
者
は
各
々
法
時
の
律
令
を
以
て
之
を
論
ず
。
（
『
漢
書
』
巻
八
一
「
孔
光
伝
」
）

と
あ
る
が
、
右
文
は
漢
代
律
令
の
伏
文
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　
戦
国
か
ら
秦
に
関
す
る
史
料
に
お
い
て
、
右
⑥
に
相
当
す
る
も
の
は
見
出
だ
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
”
刑
法
の
時
に
関

す
る
効
力
”
に
つ
い
て

　
⑥
　
甲
、
牛
を
盗
め
り
。
牛
を
盗
み
し
の
高
は
六
尺
、
繋
ぐ
こ
と
一
歳
、
復
び
丈
る
に
高
は
六
尺
七
寸
な
り
。

　
　
［
問
う
］
甲
は
何
に
論
ぜ
ら
れ
ん

　
　
n
答
う
］
完
城
旦
に
当
て
ん
（
「
法
律
答
問
」
六
、
灘
）

と
、
犯
罪
時
、
未
成
年
で
あ
っ
た
甲
に
対
し
、
「
盗
牛
罪
」
の
「
鯨
城
旦
」
よ
り
罪
一
等
を
減
じ
た
上
、
刑
を
言
い
渡
す
べ
し
と
し
て
い
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（
1
3
）る

。
右
は
、
直
接
、
本
項
の
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る
問
題
で
は
な
い
が
、

配
慮
が
十
分
に
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
認
識
さ
れ
よ
う
。

秦
律
に
お
い
て
は
、
既
に
、
法
の
時
に
関
す
る
効
力
に
対
し
て
も

　
㈲
　
罪
刑
の
均
衡
に
つ
い
て

　
戦
国
末
の
『
萄
子
』
に

　
㈲
　
刑
罰
は
罪
に
怒
ぎ
ず
、
爵
賞
は
徳
を
喩
え
ず
。
分
然
と
し
て
各
々
そ
の
誠
を
以
て
通
ず
。
是
を
以
て
善
を
な
す
者
は
勧
み
、
不
善
を
な
す
者
は
沮

　
　
み
、
刑
罰
棊
め
て
省
き
て
、
威
行
わ
る
る
こ
と
流
る
る
が
如
く
、
政
令
は
致
明
に
し
て
化
易
は
神
の
如
し
。
（
巻
一
七
「
君
子
篇
」
）

と
、
法
の
威
厳
を
保
つ
に
は
、
刑
罰
が
犯
罪
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
は

　
㈲
　
司
城
子
箪
日
く
「
罪
を
同
じ
く
し
て
罰
を
異
に
す
る
は
、
刑
に
非
ざ
る
な
り
。
…
…
」
と
。
（
「
裏
公
六
年
」
）

と
、
同
一
程
度
の
犯
罪
に
対
し
て
は
同
一
程
度
の
刑
罰
を
科
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　
中
国
古
代
法
に
お
け
る
罪
刑
均
衡
の
原
則
の
基
礎
に
は
、
い
わ
ゆ
る
”
同
害
刑
”
の
原
則
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
萄
子
』
に

　
＠
　
人
を
殺
す
者
は
死
し
、
人
を
傷
つ
く
る
者
は
刑
せ
ら
れ
る
。
是
れ
百
王
の
同
じ
う
す
る
所
な
り
、
未
だ
そ
の
由
来
す
る
所
を
知
る
者
あ
ら
ざ
る
な

　
　
り
。
刑
の
罪
に
稔
わ
ば
則
ち
治
ま
り
、
罪
に
稔
わ
ざ
れ
ば
則
ち
乱
る
。
（
巻
一
二
「
正
論
篇
」
）

と
あ
り
、
ま
た
、

　
⑥
　
墨
者
の
法
に
「
人
を
殺
す
者
は
死
し
、
人
を
傷
つ
く
る
者
は
刑
せ
ら
れ
る
。
」
と
。
（
『
呂
氏
春
秋
』
「
去
私
篇
」
）

と
あ
り
、
さ
ら
に
、
『
史
記
』
に
は
、

　
回
　
人
を
殺
す
者
は
死
し
、
人
を
傷
け
及
び
盗
を
な
さ
ば
罪
に
抵
た
る
。
（
『
史
記
』
巻
八
「
高
祖
本
紀
」
）

と
あ
る
。
右
＠
⑥
㈹
に
お
け
る
罪
刑
論
を
簡
約
化
す
る
と
、
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殺
人
　
　
　
　
　
　
死
刑

　
　
　
傷
害
　
　
　
　
　
　
　
刑
（
本
来
は
肉
刑
）

　
　
　
盗
　
　
　
　
　
　
　
罰

と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
“
同
害
刑
”
的
対
応
が
見
ら
れ
る
。
右
に
示
し
た
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
傷
害
や
強
盗
な
ど
殺
人
に
至
ら
な
い
罪
に
対

し
て
は
死
刑
は
科
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
果
し
て
、
こ
の
様
な
原
則
が
司
法
の
実
際
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

は
か
つ
て
秦
簡
を
通
じ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
き
考
察
し
た
。
そ
の
結
論
は
ま
さ
し
く
＠
⑥
㈲
に
記
る
さ
れ
て
い
る
原
則
に
沿
う
も
の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
傷
害
に
対
し
て
は
、
同
程
度
の
身
体
損
傷
刑
（
「
肉
刑
」
）
を
も
っ
て
報
い
、
強
盗
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
財
産
犯

と
し
て
扱
い
、
こ
れ
ら
に
対
し
死
刑
を
科
す
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
原
則
が
あ
っ
た
。

　
罪
刑
の
均
衡
の
原
則
は
時
代
と
と
も
に
崩
れ
、
法
は
新
し
い
原
則
の
本
に
再
構
成
さ
れ
て
い
く
。
漢
以
後
、
中
国
法
の
た
ど
っ
た
道
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

い
わ
ゆ
る
“
法
の
儒
教
化
”
で
あ
る
。
“
法
の
儒
教
化
”
と
は
外
枠
と
し
て
法
治
の
形
態
を
の
こ
し
な
が
ら
、
そ
の
内
に
礼
治
的
秩
序
を

う
ち
建
て
る
こ
と
で
あ
る
。
儒
教
化
に
よ
り
面
目
が
一
新
さ
れ
た
法
は
、
い
わ
ば
封
建
的
家
族
主
義
を
支
え
る
柱
と
な
っ
た
。

　
法
家
は
一
元
的
法
の
も
と
に
、
人
間
の
一
律
平
等
を
原
則
と
し
て
い
た
の
に
反
し
、
儒
家
は
、
人
間
に
尊
卑
・
貴
賎
な
ど
の
差
異
が
存

在
す
る
こ
と
を
前
提
に
罪
刑
を
定
め
た
。
ち
な
み
に
、
殴
罪
を
例
に
と
り
儒
家
主
義
の
法
へ
の
滲
透
の
度
合
い
を
見
る
こ
と
と
し
よ
う
、

唐
律
に
は

　
q
D
　
諸
署
祖
父
母
父
母
者
、
絞
。
殴
者
斬
。
…
…
（
巻
二
二
「
闘
訟
律
」
）

と
あ
り
、
子
孫
が
祖
父
母
、
父
母
を
殴
つ
は
も
ち
ろ
ん
国
言
る
だ
け
で
も
、
極
刑
が
科
さ
れ
て
い
た
の
に
反
し
、

　
⑧
　
若
子
孫
違
犯
教
令
、
而
祖
父
母
父
母
殴
殺
者
、
徒
一
年
…
…
過
失
殺
者
、
各
勿
論
。
（
同
右
）

と
、
尊
長
が
過
失
に
よ
っ
て
子
を
致
死
せ
し
め
て
も
、
そ
の
罪
は
問
わ
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　
一
方
、
秦
簡
に
よ
り
家
族
間
の
殴
罪
の
例
を
見
る
と
、
前
掲
日
ω
に
お
け
る
が
ご
と
く
「
大
父
母
（
祖
父
母
）
」
を
殴
た
ば
、
そ
の
罪
は
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（
1
6
）

「
鯨
城
旦
春
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
鯨
城
旦
春
」
は
盗
罪
に
換
算
す
る
と
”
六
六
〇
銭
以
上
の
盗
”
に
相
当
す
る
。
軽
罰
と
は
言
え

な
い
が
、
死
刑
と
の
間
に
は
明
確
に
一
線
が
画
さ
れ
て
い
る
。

　
右
の
ご
と
く
、
秦
律
に
お
い
て
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
人
問
の
一
律
平
等
は
認
め
ら
れ
な
い
に
し
ろ
、
唐
律
に
お
け
る
が
如
き
家
族
倫

理
の
法
文
化
と
い
う
現
象
は
顕
著
に
現
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
秦
以
後
、
唐
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
尊
長
を
殴
つ
罪
は
重
罰

化
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
”
法
の
儒
教
化
”
は
幾
多
の
段
階
を
経
て
進
め
ら
れ
た
。
魏
の
明
帝
時
の
刑
制
改
革
を
伝
え
る
史

料
に

　
㈲
　
兄
姉
を
殴
た
ば
、
加
え
五
歳
刑
に
至
ら
し
む
。
以
て
教
化
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
（
『
晋
書
』
巻
三
〇
「
刑
法
志
」
）

と
あ
る
ご
と
く
、
尊
長
を
殴
つ
罪
に
対
し
刑
を
重
く
す
る
と
い
う
改
正
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
を
も
っ
て
一
つ
の
節
目
と
認
め
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

あ
と
が
き

秦漢法治致

　
刑
法
の
発
達
を
世
界
法
史
の
上
で
概
観
す
る
と
き
、
「
罪
刑
法
定
主
義
」
の
提
唱
・
採
用
は
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
ー
キ
ン
グ
な
事
柄
で
あ
る
。

　
今
日
、
多
く
の
国
が
「
罪
刑
法
定
主
義
」
を
刑
法
原
理
の
柱
と
し
て
採
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
原
則
の
確
立
に
よ
り
、
市
民
は
、
刑
法

典
に
直
接
抵
触
す
る
こ
と
さ
え
な
け
れ
ば
、
国
家
の
刑
罰
権
か
ら
は
自
由
で
あ
る
。

　
こ
の
原
則
の
沿
革
を
た
ど
る
と
き
、
一
三
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
お
よ
び
一
八
世
紀
以
降
の
欧
米
で
盛
り
上
が
っ
た
市
民

活
動
が
特
記
さ
れ
る
「
罪
刑
法
定
主
義
」
の
思
想
は
、
人
権
思
想
の
広
ま
り
と
共
に
世
界
の
各
国
に
採
用
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
翻
っ
て
、
東
方
世
界
に
眼
を
転
じ
刑
法
の
沿
革
を
訪
ね
る
と
、
唐
・
宋
・
明
・
清
と
継
承
さ
れ
た
律
令
と
い
う
法
系
に
注
目
さ
れ
る
。

　
八
世
紀
の
時
点
で
既
に
か
な
り
の
段
階
に
整
備
さ
れ
た
法
典
が
完
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
同
時
代
に
お
け
る
西
洋
の
法
に
決
し
て
遜
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色
す
る
も
の
で
は
無
か
っ
た
が
、
以
後
、
一
千
年
余
り
の
間
大
き
な
変
質
を
遂
げ
る
こ
と
無
く
、
二
十
世
紀
に
至
り
、
こ
の
法
系
は
断
絶

し
た
。
こ
の
間
、
法
は
あ
く
ま
で
も
統
治
の
具
で
あ
り
、
欧
米
に
お
け
る
が
ご
と
く
、
人
権
の
拡
張
に
寄
与
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
「
罪
刑
法
定
主
義
」
の
歴
史
を
た
ど
る
と
き
、
一
八
〇
一
年
に
ド
イ
ッ
の
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
「
法
律
無

け
れ
ば
刑
罰
な
し
」
と
い
う
標
語
が
燦
然
と
輝
い
て
い
る
。
ま
さ
に
、
彼
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
こ
の
命
題
が
「
罪
刑
法
定
主
義
」
の
主
原

理
と
し
て
現
代
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
従
来
、
東
方
の
法
史
に
お
い
て
、
右
に
匹
敵
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
辞
句
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
秦
漢
帝
国
出
現
前
夜
の

戦
国
期
の
秦
の
恵
文
王
が
、
「
毛
羽
豊
満
な
ら
ず
ん
ば
以
て
高
く
飛
ぶ
べ
か
ら
ず
。
文
章
成
ら
ざ
れ
ば
以
て
諌
罰
す
べ
か
ら
ず
」
と
述
べ

て
い
る
。

　
右
に
お
け
る
「
文
章
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
成
文
法
典
を
さ
す
。
そ
し
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
法
律
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」
と
、

ド
イ
ッ
の
刑
法
学
者
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
刑
法
教
科
書
の
な
か
に
記
し
た
内
容
と
同
趣
旨
の
法
原
理
が
見
出
だ
さ
れ
る
。
両
者
の
間
に

は
、
二
千
年
以
上
の
隔
た
り
が
あ
り
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
戦
国
秦
の
時
代
的
背
景
を
綜
合
す
る
と
、
商
鞍
が
明
文

化
し
た
法
治
主
義
が
か
な
り
の
純
度
に
ま
で
高
め
ら
れ
、
実
効
性
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
た
だ
し
、
漢
代
に
入
る
と
、
儒
教
が
国
教
化
さ
れ
、
以
後
、
法
治
主
義
は
二
次
的
な
も
の
へ
と
後
退
し
て
い
っ
た
。
以
後
、
唐
・
宋
・

明
・
清
と
律
令
は
法
典
と
し
て
の
形
式
は
充
実
し
て
い
っ
た
が
、
内
容
的
に
は
大
き
な
変
質
を
遂
げ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
そ
の
間
、
欧

米
に
お
い
て
、
法
は
時
代
と
と
も
に
近
代
化
し
、
市
民
法
の
意
識
の
う
ち
に
「
罪
刑
法
定
主
義
」
も
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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注（
1
）
　
律
（
含
む
日
本
律
）
に
お
け
る
“
罪
刑
法
定
主
義
”
に
関
し
て
は
次
の
論
考
が
あ
る
。

　①小野清

一
郎
「
唐
律
に
お
け
る
刑
法
総
則
的
規
定
」
（
『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
五
二
巻
　
四
号
・
一
九
三
八
年
）

　②仁

井
田
陞
『
中
国
法
制
史
研
究
』
・
刑
法
（
東
京
大
学
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）
一
七
　
二
頁
以
下
。



秦漢法治放

③
山
田
英
雄
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
律
の
適
用
」
（
山
田
忠
雄
編
『
山
田
孝
雄
追
憶
史
学
語
学
論
集
』
宝
文
館
出
版
、
一
九
六
三
年
。
）

④
瀧
川
政
次
郎
「
律
の
罪
刑
法
定
主
義
」
（
『
日
本
歴
史
』
第
一
八
五
号
、
一
九
六
三
年
）

⑤
戴
炎
輝
「
中
国
古
代
法
上
之
罪
刑
法
定
主
義
」
（
『
社
会
科
学
論
叢
』
第
15
輯
、
一
　
九
六
五
年
）

⑥
竹
内
正
「
律
お
よ
び
大
赦
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
刑
法
雑
誌
』
第
十
四
巻
一
号
、
　
一
九
六
五
年
）

⑦
奥
村
郁
三
「
旧
中
国
の
罪
刑
法
定
主
義
の
性
質
」
（
『
関
西
大
学
法
学
論
叢
』
第
二
一
　
巻
五
号
、
一
九
七
二
年
）

⑧
岡
野
誠
「
中
国
古
代
法
の
基
本
的
性
格
f
い
わ
ゆ
る
「
罪
刑
法
定
主
義
的
制
度
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
唐
代
史
研
究
会
編
『
中
国
律
令
制
と

　
　
そ
の
展
開
－
周
辺
諸
国
へ
　
の
影
響
を
含
め
て
i
）

（
2
）
奢
代
に
お
い
て
既
に
罪
刑
法
定
主
義
に
近
い
規
定
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
張
膏
藩
　
「
論
中
国
古
代
法
律
的
伝
統
」
（
『
一
九
九
三
年
中
国

法
律
史
国
際
学
術
研
究
会
論
文
』
）
四
頁
に
「
『
奮
律
』
中
的
上
述
規
定
以
及
為
之
　
護
的
劉
頒
的
法
律
思
想
産
生
於
公
元
三
世
紀
、
這
表
明
了
中
国

　封建法制

文
明
的
先
進
」
と
あ
る
。

（
3
）
　
『
商
君
書
』
の
篇
目
の
内
に
は
、
商
鞍
死
後
の
叙
述
も
含
ま
れ
て
い
る
。
高
亨
『
商
君
書
注
訳
』
（
中
華
書
局
一
九
七
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
定
分

　
篇
も
商
鞍
の
作
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
秦
の
法
家
思
想
の
一
端
が
こ
の
篇
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し
、
敢
え
て
引
用
し
た
。

（
4
）
　
秦
簡
引
用
文
に
お
い
て
「
」
と
漢
数
字
は
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
［
線
装
本
］
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
　
一
九
七
七

年
）
に
お
け
る
も
の
を
示
し
、
算
用
数
字
は
《
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
》
編
写
組
『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
』
（
文
物
出
版
社
一
九
八
一
年
）
に
お
け
る
も
の

　
を
示
す
。

（
5
）
　
原
文
に
は
「
審
当
」
と
あ
る
。
秦
簡
「
為
吏
之
道
」
に
「
吏
有
五
善
“
一
日
忠
信
敬
上
、
二
日
清
廉
母
諦
、
三
日
挙
事
審
当
…
…
」
と
あ
る
が
、

　
こ
の
「
挙
事
審
当
」
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
6
）
欧
米
に
お
け
る
罪
刑
法
定
主
義
を
歴
史
を
考
察
す
る
上
で
、
「
君
主
は
何
人
の
下
に
も
立
た
な
い
が
、
神
と
法
の
下
に
立
つ
」
と
い
う
概
念
、

　
す
な
わ
ち
”
法
の
支
配
”
と
い
う
論
理
が
大
き
な
意
味
を
も
つ
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
王
権
と
法
律
の
い
ず
れ
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
か
と
い
う
こ

　
と
が
議
論
さ
れ
始
め
る
の
が
、
よ
う
や
く
一
三
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
中
国
に
お
い
て
は
、
紀
元
前
の
漢
の
時
代
に
お
い
て
、
既
に
、

　
史
料
　
ω
に
よ
る
ご
と
く
、
皇
帝
の
意
思
が
、
法
律
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
”
法
の
支
配
”
の
一
側
面
が
紀
元
前

　
の
中
国
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

（
7
）
　
『
漢
書
』
同
伝
に
は
、
高
廟
の
座
前
の
玉
環
を
盗
ん
だ
者
に
対
し
て
、
あ
く
ま
で
法
定
刑
で
処
断
す
べ
き
上
申
が
な
さ
れ
た
件
の
記
事
が
録
さ

　
れ
て
い
る
。

（
8
）
　
ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
「
罪
刑
法
定
主
義
　
そ
の
歴
史
性
と
哲
学
的
根
拠
付
け
」
（
『
上
智
法
学
論
集
』
第
二
〇
巻
第
一
号
、
一
九
七
六
年
）
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同
『
刑
法
の
七
不
思
議
』
（
成
文
堂
、
一
九
八
七
年
）

（
9
）
　
『
漢
律
披
遺
』
巻
八
「
雑
律
」

（
1
0
）
　
仁
井
田
陞
『
前
掲
書
』
　
一
八
八
頁
。
な
お
、
仁
井
田
氏
所
掲
の
史
料
以
前
の
も
の
と
し
て
「
其
有
法
者
以
法
行
、
無
法
者
以
類
挙
、
聴
之
書

　
也
」
（
『
萄
子
』
巻
五
「
王
制
篇
」
）
が
あ
る
。

（
1
1
）
　
唐
律
に
お
け
る
「
疑
罪
」
に
つ
い
て
は
、
瀧
川
政
次
郎
「
中
国
に
お
け
る
疑
罪
の
観
念
」
（
『
福
井
博
士
頒
壽
記
念
東
洋
思
想
論
集
』
福
井
博
士

　
頒
壽
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
一
九
六
〇
年
）

（
1
2
）
　
中
国
の
法
諺
に
関
し
て
は
、
瀧
川
政
次
郎
『
非
理
法
権
天
』
（
青
蛙
房
、
一
九
六
四
年
）
仁
井
田
陞
「
法
諺
ー
中
国
社
会
の
場
合
1
」

　
（
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
一
八
号
、
一
九
五
七
年
）
が
あ
る
。

（
1
3
）
　
「
盗
牛
」
罪
が
「
鯨
城
旦
春
」
に
当
た
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
秦
漢
物
価
放
」
（
『
中
央
学
院
大
学
総
合
科
学
研
究
所
紀
要
』
第
四
巻
一

　
号
、
一
九
八
六
年
）
、
同
「
秦
漢
盗
律
孜
」
（
『
東
洋
法
史
の
探
求
　
島
田
正
郎
博
士
頒
寿
記
念
論
集
』
　
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た

　
い
。

（
14
）
　
拙
稿
「
秦
漢
賊
律
孜
」
（
『
慶
慮
義
塾
創
立
一
二
五
年
記
念
論
文
集
、
慶
磨
法
学
会
政
治
学
関
係
』
慶
慮
通
信
、
一
九
八
三
年
）

（
1
5
）
　
中
国
律
の
儒
教
文
化
を
論
じ
た
も
の
は
少
な
く
な
い
が
、
代
表
的
な
論
文
と
し
て
、
盟
同
祖
「
中
国
法
律
の
儒
教
化
」
（
『
国
立
北
京
大
学
五
十

　
週
年
記
念
論
文
集
』
文
学
院
第
四
種
、
一
九
四
八
年
）
が
あ
り
、
幅
広
く
儒
家
と
法
家
と
を
論
じ
た
も
の
に
、
同
氏
著
　
『
中
国
法
律
与
中
国
社
会
』

　
（
上
海
、
一
九
四
七
年
）
が
あ
る
。

（
16
）
　
拙
稿
、
前
掲
論
文
「
秦
漢
賊
律
放
」

史
　
料

　
一

㈲
　
凡
断
罪
、
皆
須
具
引
律
令
格
式
正
文
、
違
者
答
光
。
（
『
律
』
「
断
獄
律
」
侠
文
）

㈲
　
凡
諸
司
断
事
、
悉
依
律
令
正
文
。
主
典
検
事
、
唯
得
検
出
事
状
、
不
得
轍
言
与
奪
。
（
『
令
』
巻
一
〇
「
獄
令
」
）

＠
　
律
法
断
罪
、
皆
当
以
法
律
令
正
文
、
若
無
正
文
。
依
附
名
例
断
之
。
其
正
文
名
例
所
　
不
及
、
皆
勿
論
。
（
『
替
書
』
巻
三
〇
「
刑
法
志
」
）

⑥
　
名
分
已
定
、
貧
盗
不
取
。
今
法
令
不
明
、
其
名
不
定
。
天
下
之
人
得
議
之
。
其
議
人
異
而
無
定
。
人
主
為
法
於
上
、
下
民
議
之
於
下
、
是
法
令
不

　
定
。
以
下
為
上
也
。
此
所
謂
名
分
之
不
定
也
。
夫
名
分
不
定
、
尭
舜
猶
将
皆
折
姦
之
。
而
況
衆
人
乎
。
（
『
商
君
書
』
巻
二
六
「
定
分
篇
」
）

㈲
　
各
主
法
令
之
民
、
敢
忘
行
（
主
）
法
令
之
所
謂
之
名
、
各
以
其
所
忘
之
法
令
名
罪
之
。
（
『
商
君
書
』
巻
二
六
「
定
分
篇
」
）
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吏
明
知
民
知
法
令
也
。
故
吏
不
敢
以
非
法
遇
民
。
民
不
敢
犯
法
以
干
法
官
也
。
遇
民
不
［
循
］
（
修
）
法
、
則
問
法
官
。
法
官
即
以
法
之
罪
告
之
。

　
民
即
以
法
官
之
言
正
告
之
吏
。
吏
知
其
如
此
。
故
吏
不
敢
以
非
法
遇
民
。
民
又
不
敢
犯
法
。
（
『
商
君
書
』
巻
二
六
「
定
分
篇
）

⑧
　
寡
人
聞
之
「
毛
羽
不
豊
満
者
不
可
以
高
飛
。
文
章
不
成
者
不
可
以
諌
罰
。
道
徳
不
厚
者
不
可
以
使
民
。
政
教
不
順
者
不
可
以
煩
大
臣
」
今
、
先
生

　
嚴
然
不
遠
千
里
而
庭
教
之
願
以
異
日
。
（
『
戦
国
策
』
巻
三
「
秦
策
」
）

㈲
　
有
鞠
　
敢
告
某
県
主
、
男
子
某
有
鞠
、
辞
日
「
士
伍
、
居
某
里
」
可
定
名
事
里
、
所
坐
論
云
何
、
何
罪
赦
、
或
覆
問
無
有
、
遣
識
者
以
律
封
守
、

　
当
騰
、
騰
皆
為
報
、
敢
告
主
。
（
『
睡
虎
地
秦
簡
』
「
封
診
式
」
）

ω
　
凡
為
吏
之
道
、
必
精
潔
正
直
、
慎
謹
堅
固
、
審
悉
無
私
、
微
密
繊
察
、
安
静
無
苛
、
審
当
賞
罰
。
（
『
睡
虎
地
秦
簡
』
「
為
吏
之
道
」
（
一
［
一
］
）

　
～
七
二
］
）
㎝
～
晒
）

ω
　
法
者
天
子
所
與
天
下
公
共
也
。
今
法
如
是
、
更
重
之
、
是
法
不
信
於
民
也
。
且
方
其
時
、
上
使
使
諌
之
則
已
。
今
已
下
廷
尉
、
廷
尉
、
天
下
之
平

　
也
、
壼
傾
、
天
下
用
法
皆
為
之
軽
重
、
民
安
所
錯
其
手
足
、
唯
陛
下
察
之
。
（
『
漢
書
』
巻
五
〇
「
張
釈
之
伝
」
）
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二

　
　
e

　
　
口

　
私
賞
之
、
有
所
悪
、
而
為
私
罰
之
。
倍
其
公
法
。
損
其
正
心
、
専
聴
其
大
臣
者
、
危
主
也
。
（
『
管
子
』
巻
一
五
「
任
法
篇
」
）

　
篇
」
）

㈲
　
［
問
］
臣
強
与
主
好
、
何
論
。

ー
　
諸
不
応
得
為
而
為
之
者
答
四
十
。
（
謂
律
令
無
条
、
理
不
可
為
者
）
事
理
重
者
杖
八
十
。
（
「
雑
律
」
）

a（ー
　
首
匿
、
見
知
縦
、
所
不
当
得
為
之
属
、
議
者
或
頗
言
其
法
可
闘
除
、
今
因
此
令
贈
、
其
便
明
甚
。
（
『
漢
書
』
巻
七
八
「
粛
望
之
伝
」
）

b（ー
　
非
事
而
事
之
（
鄭
注
「
今
、
所
不
当
得
為
也
」
）
、
出
入
不
以
道
義
而
諦
不
祥
之
辞
者
其
刑
墨
。
（
『
尚
書
大
伝
』
巻
四
「
甫
刑
」
）

C（ー
　
書
約
而
弟
子
辮
、
法
省
而
民
萌
訟
。
是
以
聖
人
之
書
必
著
論
、
明
主
之
法
必
詳
事
。
（
『
韓
非
子
』
巻
一
八
「
八
説
」
）

d（ー
　
諸
断
罪
而
無
正
条
、
其
応
出
罪
者
則
挙
重
以
明
軽
。
其
応
入
罪
者
則
挙
軽
以
明
重
。
（
『
唐
律
』
巻
六
「
名
例
律
」
）

a（ー
　
置
儀
設
法
、
以
度
量
断
者
、
上
主
也
。
愛
人
而
私
賞
之
、
悪
人
而
私
罰
之
、
倍
大
臣
。
離
左
右
。
専
以
其
心
断
者
、
中
主
也
。
臣
有
所
愛
、
而
為

b（ー
　
是
故
先
王
之
治
国
也
、
不
淫
意
於
法
之
外
、
不
為
恵
於
法
之
内
也
。
動
無
非
法
者
、
所
以
禁
過
而
外
私
也
。
（
『
管
子
』
巻
一
六
「
明
法
篇
」
）

C（ー
　
公
問
於
公
孫
鞍
日
、
「
法
令
以
当
時
立
之
者
、
明
旦
欲
使
天
下
之
吏
民
、
皆
明
知
而
用
之
、
如
一
而
無
私
。
奈
何
。
」
（
『
商
君
書
』
巻
二
六
「
定
分

d（
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［
答
］
比
殴
主
。
（
『
睡
虎
地
秦
簡
』
「
法
律
答
問
」
七
五
、
輔
）

㈹
　
［
問
］
殴
大
父
母
、
鯨
為
城
旦
春
。
今
殴
高
大
父
母
、
何
論
。

　
　
［
答
］
比
大
父
母
。
（
『
睡
虎
地
秦
簡
』
「
法
律
答
問
」
七
八
、
螂
）

⑧
　
鍍
、
戟
、
矛
有
室
者
、
抜
以
闘
、
未
有
傷
也
、
論
比
剣
。
（
『
睡
虎
地
秦
簡
』
　
「
法
律
答
問
」
八
五
、
輔
）

㈲
　
酷
吏
撃
断
、
姦
軌
不
勝
。
於
是
招
進
張
湯
、
趙
禺
之
属
、
条
定
法
令
、
作
見
知
故
縦
監
臨
部
主
之
法
、
緩
深
故
之
罪
、
急
縦
出
之
謀
。
其
後
姦
猜

　
巧
法
、
転
相
比
況
、
禁
岡
寝
密
。
律
令
凡
三
百
五
十
九
章
、
大
辟
四
百
九
条
、
千
八
百
八
十
二
事
、
死
罪
決
事
比
、
万
三
千
四
百
七
十
二
事
、
文
書

　
盈
於
几
閣
、
典
者
不
能
偏
賭
。
（
『
漢
書
』
巻
二
一
二
「
刑
法
志
」
）

ω
　
傳
日
「
賞
疑
従
予
、
所
以
広
恩
勧
功
也
、
罰
疑
従
去
、
所
以
慎
刑
、
闘
難
知
也
。
」
（
『
漢
書
』
巻
七
九
「
凋
野
王
伝
」
）

ω
　
五
刑
之
疑
有
赦
。
五
罰
之
疑
有
赦
。
（
『
書
経
』
「
呂
刑
」
）

Go

　
宥
過
無
大
、
刑
故
無
小
。
罪
疑
惟
軽
、
功
疑
惟
重
。
与
其
殺
不
事
、
寧
失
不
経
。
（
『
書
経
』
「
大
禺
謹
」
）

　
　
日

㈲
　
有
知
則
惑
、
有
心
則
瞼
、
有
目
則
眩
。
是
以
規
矩
一
而
不
易
。
不
為
秦
楚
緩
節
、
不
為
胡
越
改
容
。
一
而
不
邪
方
行
而
不
流
。
（
『
郡
析
子
』
巻
一

　
「
無
厚
篇
」
）

㈲
　
古
者
、
民
各
有
郷
俗
。
其
所
利
及
好
悪
不
同
、
或
不
便
干
民
、
害
干
邦
。
是
以
聖
王
作
為
法
度
、
以
矯
端
民
心
、
去
其
邪
僻
、
除
其
悪
俗
。
（
「
語

　
書
」
一
～
二
、
5
4
～
5
5
）

＠
　
今
法
律
令
已
布
、
聞
吏
民
犯
法
為
間
私
者
不
止
。
私
好
、
郷
俗
之
心
不
変
、
自
従
令
、
丞
以
下
知
而
弗
挙
論
、
是
即
明
避
主
之
明
法
也
。
（
同
右
、

　
五
～
六
、
5
8
～
5
9
）

㈹
　
求
盗
追
捕
罪
人
、
罪
人
格
殺
求
盗
。

　
［
問
］
殺
人
者
為
賊
殺
人
、
且
闘
殺
。

　
［
答
］
闘
殺
人
、
廷
行
事
為
賊
。
（
「
法
律
答
問
」
六
六
、
搦
）

㈲
　
「
百
姓
有
債
、
勿
敢
檀
強
質
、
檀
強
質
及
和
受
質
者
、
皆
黄
二
甲
。
」
廷
行
事
強
質
人
者
論
、
予
者
不
論
、
和
受
質
者
、
予
者
口
論
。
（
「
法
律
答

　
問
」
一
四
八
、
鵬
）

qD

　
［
問
］
倉
鼠
穴
幾
何
而
当
論
及
辞
。

　
　
［
答
］
廷
行
事
鼠
穴
三
以
上
賀
一
盾
、
二
以
下
諄
。
殿
穴
三
当
一
鼠
穴
。
（
「
法
律
答
問
」
一
五
二
、
識
）

⑧
　
「
母
敢
履
錦
履
。
」
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［
問
］
「
履
錦
履
」
之
状
何
如
。

　
　
［
答
］
律
所
謂
者
、
以
綜
雑
織
履
、
履
有
文
、
乃
為
「
錦
履
」
、
以
錦
縷
履
不
為
、
然
而
行
事
比
焉
。
（
「
法
律
答
問
」
一
六
二
、
識
）

　
　
四

㈲
　
令
未
布
而
罰
及
之
、
則
是
上
妄
謙
也
。
上
妄
珠
、
則
民
軽
生
。
民
軽
生
、
則
暴
人
興
、
曹
党
起
而
、
乱
賊
作
渠
。
（
『
管
子
』
巻
六
「
法
法
篇
」
）

㈲
　
今
繹
令
與
故
事
而
仮
不
敬
之
法
、
甚
違
閾
疑
従
去
之
意
。
即
以
二
千
石
守
千
里
之
地
、
任
兵
馬
之
重
、
不
宜
去
郡
、
将
以
制
刑
為
後
法
者
、
則
野

　
王
之
罪
、
在
未
制
令
前
也
。
刑
賞
大
信
、
不
可
不
愼
。
（
『
漢
書
』
巻
七
九
「
凋
野
王
伝
」
）

＠
　
令
、
犯
法
者
各
以
法
時
律
令
論
之
。
（
『
漢
書
』
巻
八
一
「
孔
光
伝
」
）

㈲
　
甲
盗
牛
、
盗
牛
時
高
六
尺
、
繋
一
歳
、
復
丈
、
高
六
尺
七
寸
。

　
　
［
問
］
甲
何
論
。

　
　
［
答
］
当
完
城
旦
。
（
「
法
律
答
問
」
六
、
諮
）

　
　
㈲

㈲
　
刑
罰
不
怒
罪
、
爵
賞
不
喩
徳
、
分
然
各
以
其
誠
通
。
是
以
為
善
者
渤
、
為
不
善
者
沮
、
刑
罰
棊
省
而
威
行
如
流
、
政
令
致
明
而
化
易
如
神
。
（
『
萄

　
子
』
巻
一
七
「
君
子
篇
」
）

㈲
　
司
城
子
牢
日
「
同
罪
異
罰
、
非
刑
也
。
…
…
」
（
『
春
秋
左
氏
伝
』
「
嚢
公
六
年
」
）

＠
　
殺
人
者
死
、
傷
人
者
刑
。
是
百
王
之
所
同
也
。
未
有
知
其
所
由
来
者
也
。
刑
稻
罪
則
治
、
不
稻
罪
則
乱
。
（
『
苞
子
』
巻
一
二
「
正
論
篇
」
）

⑥
　
墨
者
之
法
「
殺
人
者
死
、
傷
人
者
刑
」
（
『
呂
氏
春
秋
』
「
去
私
篇
」
）

回
　
殺
人
者
死
、
傷
人
及
盗
抵
罪
。
（
『
史
記
』
巻
八
「
高
祖
本
紀
」
）

㈹
　
諸
署
祖
父
母
父
母
者
、
絞
。
殴
者
斬
。
…
…
。
（
『
唐
律
』
巻
一
三
「
闘
訟
律
」
）

⑧
　
若
子
孫
違
犯
教
令
、
而
祖
父
母
父
母
殴
殺
者
、
徒
一
年
…
…
過
失
殺
者
、
各
勿
論
。
（
『
唐
律
』
巻
二
二
「
闘
訟
律
」
）

㈲
　
殴
兄
姉
加
至
五
歳
刑
、
以
明
教
化
也
。
（
『
晋
書
』
巻
三
〇
「
刑
法
志
」
）
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